マニュアルの巧いかた 


广 まむしてお使いいただくために— 

•パソコンをお取り扱いいただくためのを意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 

V 



セットアップガイド（本書）^ 

•パソコンの準備 

• Windows のセットアップ 
•電源の切りかた 

• Q & A 集（電源び入日ないとさ） 
•リカバリー（再セットアップ） 

•廃棄/譲ミ度 

など 


取扱説明書- 

• 電源の入れかた 
• さ部の名前 

• メモ U の取り付け/取りはずし 
* バッテ U - パックの交換 
• システム環境の変更とは 
など 




广 オンラインマニュアル- V 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

起動方法 ri 章日画面で見るマニュアル」 

•パソコンの基本操作 
• ネットワーク機能 
•周辺機器の接続 
•パ' ッテ I 」一で使ラ方法 
• システム環境の変更 

•パソコンの動作びおかしいとき/ Q & A 集 
など 

\_ J 


^リリース情き目- S 

• 本製品を使用するラえでのを意事項など 
必ずお読みください。 

国家 r はじめに - U リ—ス情報について」 

\ _ ) 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊 
テ『安むしてお使いいただくために』に記載されています。 
おずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見5れるよラにお手元に 
大切に保管してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


記号の意味 


A 危険 

"取0扱いを誤った場合、使用者び死 
亡または重傷（*1)を負うことび 
あり、その切迫の度合いび高いこと" 
をのします。 

A 警告 

"取0扱いを誤った場合、使用者び死 
亡または重傷（*1)を負うことび 
想定されること"を示します。 

A ま意 

"取0扱いを誤った場合、使用者び傷 
害（*2)を負ラことび想定されるか、 
または物的損害（*3)の発生び想 
定されること"を示します。 


データの消失や、故障、性能低下を 
起こさないために守ってほしい内容、 
仕様や機能に関して知っておいてほ 
しい内容を示します。 

公ィモ 

知っていると便利な内容を示します。 

ほ立つ操作集 

知ってしぶと役に立つ操作をおします。 


このマニュアルやほかのマニュアル 
への参照先を示します。 

このマニュア J レへの参照の場合 

…厂」 

ほかのマニュアルへの参照の場合 

…『』 


* ] 重傷とは、失明やけび、やけど（高温•低湿)、感電、骨折、 
中毒などで、後遺症び鶏るちのおよび治療に入院-長期の通院 
を要するちのをさします。 


*2 傷害とは、治療に入院 • 長期の通院を要さない、けび、やけど 
(高温•低温)、感電などをさしまず。 

*3 物的損善とは、 家屋. 家財および家畜-ぺットなどにかかわる 
拡大損善をさしまず。 


用語について -一 

本書では、次のよラに定義します。 

システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティン 
グシステム （ OS ) を示します。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプ U ケーションソフトウエアを示します。 

Windows 7 

Windows ® 7 Home Premium 、 Windows ® 7 Starter 
または Windows ® 7 Professional を示します。 

7 Professional 搭載モデル 

Windows ®? Professional を搭載しているモデルを 
术します。 

Microsoft IME 

Microsoft ® Office IME 201 日または Microsoft ® 
IME を示します。 

ドライブ 

パソ]ン本体搭載の DVD スーノ V - VJ レチドライブ（モ 
デルによっては書さ込み機能を禁止しています。）/ 
DVD-ROM & CD - R/RW ドライブ/ DVD - R 日 M ドラ 
イス月リ売りの列付け DVD ドライブを示します。搭載 
しているドライブはモデルによって異なります。 

ドライブ搭載モデル 

ドライブを搭載しているモデルを示します。 

Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal 2010または 
Microsoft ® Office Home and Business 2 日]日を 
プレインス I -ールしているモデルを示します。 

無線通信機能搭載モデル 

無線 LAN 機能、 WiMAX 機能、巨 luetooth 機能などの 
無線通信機能を搭載しているモデルを示します。 

指紋センサー搭載モデル 

指紋センサーを搭載しているモデルを示します。 

TPM 搭載モデル 

TPM 機能を搭載しているモデルを示します。 

東芝ヴービスステーション搭載モデル 

「東芝サービスステーション」を搭載しているモデルを 
术します。 

東芝ファイルレスキュー搭載モデル 

「東芝ファイルレスキュー」を搭載しているモデルを示 
します。 


記載について - 

• 記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目 
びあ0ます。その場合は、「用語について」のモデル分け 
に準じて、「****モデルの場合」「****シ U — ズ 
のみ」などのよラにミち記します。 

•インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を 
前提に説明しています。 

♦アプ U ケーシヨンについては、本製品にプレインス I -一 
ルまたは本体の八ードディスクや付属の CD / DVD か5 
インス I -ールしたノくージョンを使巧することを前提に説 
明しています。 
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•本書では、コント□ールパネルの操作方法について、表 
示ち法を「カテゴリ」に設定していることを前提に説明 
しています。 

画面ち上の[表示方法]が r 大きいアイコン」または「ル 
さいアイコン」になっている場合は、「カテゴリ」に切り 
誓えてか5操作説明を確認してく ださし、。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、 

実隙の表示とは異なる場合びあ0ます。 

•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾 
に長音（一）を適用しています。画面の表示と異なる場 
含びありますび、読み換えてご使巧くださし、。 


TrademarKs 

• Microsoft 、 Windows 、 Aero は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標 
または商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows 
日 peratin 旨 System です。 

• Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社）の米国ならびに 
他の国における商標な5びに登録商標です。 

本書に掲載の商品の名称や□ゴは、それぞれ各社び商標お 
よび登録商標として使用している場含びあります。 


プ□七ッサ （ CPU ) に関するごミ主意 

本製品に使われているプ□セッヴ （ CPU ) の処理能力は次 
のよラな条件によって違いげ現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 
♦ AC アダプターを接続せずバッテ U —駆動にて本製品を使 
用する場を 

•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品に 
てお楽しみの場を 

•本製品を通常の電話回線、ちしくは低速度のネットワー 
クに接続して使用する場合 

♦複雑な造形に使用するソフト（たとえば、運用に高性能 
コンピューターび必要に設計されているデヴィン用アプ 
リケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場含 
• 気圧び低い高所にて本製品を使用する場合目安として、 
標高]，00日メートル（3,28日フィート）じ(上をお考え 
<ださい。 

♦目まとして、気温己〜30む（高所の場含2己む）の範囲 
を超えるよラなか気温の状態で本製品を使用する場合 

本製品のノ V — ドウ王ア構成に変更び生じる場合、 CPU の処 
理能力が実隙には仕様と異なる場合びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャット 
ダウンする場合びありまず。これは、当社び推奨する設定、 
使巧環境の範囲を超えた状態で本製品び使巧された場合、 
お客様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損書の 
危険を減5すための通常の保護機能です。なお、このよラ 
にデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的 
にデータを外部記録機器にて保存してください。また、プ 
□セツサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨す 
る状態にて本製品をご使用ください。 


■ 64 ビットプ□セッ ヴ に関する注意 
目4ビット対応プ□セッサは、目4ビットまたは32ビット 
で動作するよラに最適化されています。 

色4ビット対応プ n セッサは政下の条件をすべて満たす場含 
に目4ビットで動作します。 

♦目4ビット対応の日 S (オペレーティングシステム）びイ 
ンス I -ールされてし、る 

•目4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
•目4ビット対応の目 I 日 S び搭載されている 
•目4ビット対応のデバイスドライバーびインス I ルされ 
ている 

•目4ビット対応のアプ U ケーシヨンびインス I -ールされて 
いる 

特定のデバイスドライバーおよびアプ U ケーシヨンは日4 
ビットプ□セッサ上で正常に動作しない場合びあります。 
プレインストールされている日 S び、目4ビット対応と明示 
されていない場含、32ビット対応の日 S びプレインス I -一 
ルされています。 

このほかの使用制限事項につさましては各種説明書をお読 
みください。また、詳細な情報については東芝 PC あんしん 
ヴポートにお問い合わせください。 


夏作権について — 

音楽、映儘、コンピューター-プ□グラム、データベース 
などは菅作権まによ0、その著作者および菅作権者の権利 
び保護されています。こラした着作物を複製することは、 
個人的にまたは家庭内で使用する目的でのみ行ラことびで 
きます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこれを複 
製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の讓渡、ネッ 
トワーク上での配信などを巧うと、 r 菅作権侵書」慢作者 
人格権侵書」として損書賠償の請求や刑事処罰を受けるこ 
とびあります。本製品を使用して複製などをする場合には、 
菅作権法を遵守のラえ、適切な使用をむびけてください。 


リリース情親について 

「 UU —ス情報」には、本製品を使巧するラえでのを意事項 
などび記述されています。 

必ずお読みください。次の操作を巧ラと表示されます。 

①[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[はじめに]一 
[ UU —ス情報]をク U ックする 


[ユーザーアカウント制御]画面について国 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示され 
た場含は、そのメッセージをミ主意して読み、開始した操作 
の内容を確認してか5、画面の指示に従って操作してくだ 
さい。 

パスワードの入力を求められた場合は、管理者アカウント 
のパスワードで認証を行ってください。 
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データのバックアップについて 

重要な内容は必ず、定期的にノ（ックアップをとって保存し 
て < ださい。 

バックアップとは八ードディスクやソフトウエアの故障など 
でファイルび使用でさなくなったとさのために、あらかじめ 
ファイルを記録メディアなどにコピーしておくことです。 

本製品は次のよラな場含、スリーブ、休止状態び無効になり、 
本体巧の記憶内容び変化し、消失するおそれびあります。 

• 誤った使いかたをしたとさ 
• 静電気や電気的ノイズの影響を受けたとを 
•長期間使っていなかったために、バッテ U — (バッテリー 
パック、時計巧バッテリー）の充電量びなくなったと走 
•故障、修理、バッテリー交換のとき 
•パ' ッテリー駆動で使巧しているとさにバッテ1」ーパック 
を取0はずしたとさ 

•メモ U の取り付け/取りはずしをしたとを 

記憶内容の変化/消失については、八ードディスクや記録 
メディアなどに保存した内容の損害については当社はいっ 
さいその責任を負いませんので、あ5かじめご承知ください。 


お願い — 

•本体のノ V —ドディスクにインス I ルされている、 

または付属の CD / DVD からインス I -ールしたシステム 
(日 S )、 アプリケーション];(外をインストールした場合の 
動作保証はでさません。 

• Windows 7 Starter 搭載のモデルでは 、 Windows 7 
Home Premium または Windows 7 Professional に搭 
載の一部の機能 （Windows Aer 日インターフェース 、 U 
モートメディアスト IJ — S ング、拡張表示など）はご利 
巧になれません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは本書に記載して 
いる手順!;/がの方法で、パーティションを変更-削除- 
追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊すおそ 
れびあります。 

•本体の八ードディスクにインス!-ールされている、ま 
たは付属の CD / DVD からインス I ルしたシステム 
(日 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利巧できます。 

•購入時に定め5れた条件!;(がで、製品およびソフトウェ 
アの複製ちしくはコピーをすることは禁じ5れています。 
取り扱いにはを意してください。 

• 本製品の画儘データは、本製品上で壁紙に使用するが 
の用途を禁じます。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとをのために必ず 
パスワードを控えておいてください。パスワードを忘れ 
てしまって、パスワードを解除でをなくなった場合は、 
使用している機種（型番）を確認樓、東芝 PC あんしん 
ヴポートに連絡してください。有料にてパスワードを解 
除します。 

HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディス 
クドライブはホ久に使用でさなくな0、交換対応となり 
ます。この場含わ有料です。またどち5の場合わ、身分 
証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要とな 
ります。 

• 本製品はセキュ U ティ対策のためのノ f スワード設定や、 
無線 LAN の暗号化設定などの機能を備えていますび、完 
全なセキュ U ティ保護を保証するちのではあ0ません。 
セキュリティの問題の発生や、生じた損害に関し、当社 
はいつさいの責任を負いません。 


♦指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場をでを、個 
人差により指紋情報びかないなどの理由で、登録-使用 
びでさない場合びあります。 

• 指紋認証機能は、データや八ードウ王アの完全な保護を 
保証してはおりません。本機能を利用したことによる、 
いかなる障害、損害に関して、いっさいの責任は負し、か 
ねますので、ご了承ください。 

• ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『ソ 
フトウエアに関するミ主意事項』、 Windows のセツトアツ 
プ時に表示されるライセンス条項およびエンドユーヴー 
使用許諾契約書をお読みください。 

• アプ U ケーシヨン起動時に使用許諾書び表示された場合 
は、内容を確認し、同意してください。使用許諾書に同 
意しないと、アプ U ケーシヨンを使用することはできま 
せん。一部のアプ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に 
同意すると、し:!降起動時に使用許諾書び表示されなくな 
ります。 U カバ U —を行った場をには再び使用許諾書び 
表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管し 
て < ださい。 

本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあ5かじめ行って 

いただくよラお願いしてお0ます。当社ホームページで登 

録でさます。 

詳細にコいて『オンライン7こュアル J 


摄境依巧文字について — 

環境巧を又字とは、入力した文字をま宇へ変換するとさに 
表示される候補のち側に r 環境巧を又字」または「環境依 
存で字 (Unicode) J と表示されるものです。 


坚 


1 

2 

1 

1 

拌]数字 

[を撒字 

3 

① 

巧巧化巧文宇 

4 

I 

巧巧巧巧文宇 

5 

i 

巧巧®巧文宇 

6 

7 

青 

» 

マ 


ユーヴーアカウント名やフォルダー名に環境依存又字び含 
まれていると、ファイルの読み込みや保存などび正常に動 
作しないことびあります。 

ファイル名やファイル内の艾字列に環境依を艾字び含まれ 
ていると、ファイル名び「？」などのよラに正しく表示され 
ず、正常に動作しないことびあります。 

また、アプリケーション上でファイルの編集中に入力した 
艾字列に環境依存で字び含まれていると、作成したファイ 
ル上で正しく表示されないことびあります。 

このよラな場をには、環境依を艾字を含まない艾字列に変 
要してくださし、。 

CD / DVD などの記録ディアにデータを書き込むときは、 
環境依存で字び含まれていないことをあ5かじめ確認して 
から作業を行ってください。 
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パソコンの準備 —七ットアップー 

CT<rT< 

この章では、 Windows のセットアッス電源の切 
りかた、ほかのマニュアルなどについて説明してい 
まず。 


1 

使ラ前に巧認ずる 

8 

2 

最適な場所で使5 

9 

3 

Windows セットアップ 

10 

4 

使い終わった S 

17 

5 

画面で見るマニュアル 

20 

6 

リカパ' U - メディアを作る 

21 












f まう前に確認する 


m 巧を開けた S まずはこれか S - 

■箱の中身の確認 ■ 

『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ J を参照して、付属品びそろっているか、確認してく 
ださい。足りない物びある場合や、破損している物びある場合は、東ち PC あんしんサポートにお問い合わせください。 

東芝 PC あんしんサポート『東芝 PC サポートのご案内 J 

■型番と製造番号を確認 ■ 

バソコン本体の裏面に型番と製造番号び記載されています。保証書に同じま号び記載されていることを確認してください。 
番号び違5場合や、不備びあった場合は、東ち PC あんしんサポートにお問い合わせください。 

記載位圖こっぃて邮扱麵書 J 

[2： ちれずに巧つてくだをい - 

■はじめに ■ 

ご使用の際は必ず本書をはじめとずる各種説日月書と『ソフトウェアに関するを意事項』、 Windows のセットアップ時に表示 
されるライセンス条項およびエンドユーヴー使用許諾契約書をお読みください。 

■保 i 正書は大切に保管 ■ 

故障やトラブルび起こった場合、保証書びあれば保証期間中（保証期間については保証書を確認 
してください）はま芝の無料修理サービスび受け5れます。 

イ呆証書に記載の内容を読んで、確認しにあと、大切に保管してください。 



■ミ毎外保 i 正を受けるには ■ 

海がで使用するときは「海が保証（制限付)」 ( ILW:lnternational Limited Warranty ) により、ミ毎外の所定の地域で、保 
証書に記載の無料修理規定および制限事項-ミち意事項の範囲内で修理サービスを利巧でさます。 

利巧方法、保証の詳細は『東芝 PC サポートのご案内』の記載内容および保証書に記載の無料修理規定を読んで、確認して 
<ださい。 


■ Product Key は大切に保管 ■ 

本製品には、パソコン巧基本ソフト （ OS ) としてマイク□ソフト社製の Windows び用意されています。この Windows に 
それぞれ割り当てられている管理番号を 「Product Key 」 といいます。 

Product Key はパソコン本体裏面に貞ち5れている Microsoft ® の |" Cert げ icate of Authenticity 」 というラベルに印刷さ 
れています。 

このラベルは絶対になくさないようにしてください。再発行はできません。 

紛失した場含、マイク n ソフト社か5の保守サービスび受けられなくなります。 




























最適な場所で使う 



m パソコンに最適な環境とは -- - 

人間にとって住みやすい温度と湿度の環境び、パソコンにわ最適な環境です。 

次の点にミ主意して置さ場所、使ラ場所を決めてください。 

• 安定した場所に置さましょラ。 

不安定な場所に置くと、パソコンび落ちたり倒れた0するおそれびあり、故障やけびにつなびります。 

• 温度や湿度び高いところは避けましょラ。 

隱房や加湿器の送風び直接あたる場所はよくありません。 

•強い磁気を発するちのの近くで使巧しないでください。 

磁石はもちろん、スピーカー、テレビの近くは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレットなどもパソコンを使用するとき 
ははずすようにしましょう。 

•照明や日光びあたる位置ち考慮しましょラ。 

照明や曰光び直接ディスプレイにあたると、反射して画面び見づ5くな0ます。 

•ラジオやテレビの近くで使巧しないでください。 

ラジオやテレビの受信障書を引さ起こすことびあ0ます。 

• 無線通信装置か5離してください。 

携帯電話を無線通信装置の一種です。 

•パソコンの通風孔をふさびないよラに置をましょう。 

通風孔はパソコン本体内部の熱をが部に逃びすためのものです。ふさぐと、パソコン本体内部び高温となるため、本来の 
性能を発揮でさない原因や故障の原因とな0ます。 


パソ nAQ 準備—セツト「ノツプ— 
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Windows セットアップ 


初めて電源を入れたとをは、 Windows のセットアップを行ラ必要びあります。 

Windows のセットアップは、パソコンを使えるよラにするために必要な操作です。 

作業を始める前に、付属の冊テ『安むしてお使いいただくために』を必ず読んでください。特に電源コードや AC アダプター 
の取り扱いについて、ミ主意事項を守ってください。 

セットアップをするときのま意 

■周辺機器は接続しないでください ■ 

•セットアップは AC アダプターと電源コードのみを接続して行います。 

セットアップび完了するまでは、プリンター、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは接続しないでください。また、 
購入樓に追加で増設した^モ U ち取0はずしてくださし、このとさ、パソコン本体の電源を切ってか5巧って<ださし、。 

機器の取りはずし『取扱説明書』『オンラインマニュアル』 

■途中で電源を切 S ないで<ださい ■ 

♦セツトアップの違中で電源スイッチを押したり電源コードを抜くと、故障や起動できない原因になり、修理び必要となる 
ことびお0ます。 


■操作は時間をあけないでください ■ 

•セットアップ中にキーボードの操作び必要な画面びありまず。時間をあけないで操作を続けてください。 

しば5くタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあります。これは省電 
力機能び動作したためで、故障ではありません。わう一度表示するには、 [ SHIFT ] キーを巧すか、タッチパッドをさわつ 
て < ださい。 

度吐 ED キーやタッチパッドでは復帰せず 、 Power LED び点滅または消灯している場合は、電源スイッチを押してくだ 
さい。 

■無線通信機能が日 N であるか確認して<ださい ■ 

ホ無線通信機能搭載モデルのみ 

• ワイヤレスコミュニケーション LED 搭載モデルは、 Windows セットアップを始める前にワイヤレスコミュニケーション 
LED び点灯していることを確認してください。 

ワイヤレスコミュニケーションスイッチ搭載モデルは、ワイヤレスコミュニケーションスイッチび日 n 側にスライドされ 
ていることを確認してくださし、。 














3 Windows セットアップ 


)Windows の七 ツ ト アツ 


電源コードと A 仁アダプターを接続し、電源を入れてください。接続方法は『取扱説明書』を参照してください。 
パソコンび起動した5、日 S のタイプを選択する画面または [ Windows のセットアツス画面び表示されます。 

ぶ3 X モ 


> [ Windows のセットアッス画面び表示されるまで、しば5く時間びかかります。また、モデルによっては必要なアプリ 
ケーシヨンをインス!-ールしているメッセージ画面び表示される場合びありますび、この間に絶対に電源を切 5 ないよう 
にしてぐださい。 

> Windows のセットアップび完了するまで、音量の調節はできません。 



役立つ操作集 



] OS のタイプを選択する画面び表示をれた場さ 


* [ Windows のセットアップ]画面が表示された場合は、「本項2 Windows 7のセットアップ」に進んでください。 

パソコンび起動し、日 S のタイプを選択する画面び表示された場をは 、 Windows 7の日 S のタイプ （32 ビット版と日4ビッ 
卜版）を選択します。 

使い慣れたソフトや周辺機器を活用でさる32ビット版、対応しているアプ U ケーションを使えばより高いパフォーマンス 
を発揮でをる目4ビット版、それぞれ目的に応じて選択してください。 

本製品には、あ5かじめ Windows 7 32ビット版びインス I ルされています。 

Windows 7色4ビット版を選択した場含は、インス!-ールび必要になりますので、セットアップ開始までに約2〜己已時 
間かか0ます。 

1 インス!ルずる OS タイプの左にある广をクリックずる 

32ビット版のときは [ Wind 日 WS 7 32ビットバージョン]を、色4ビット版のときは [Windows 7日4ビットバー 
ジョン]をク U ックしてください。 

广をク|」ックすると（？になります。 

2 [次へ]ボタンをクリックずる 

■ Windows 7 32ビット版を選択した場合 
終了画面が表示されます。 

[終了]ボタンをクリックし、続けて「本項2 Windows 7のセットアップ」に進んでください。 

■ Windows 7 64ビット版を選択した場合 
メ ッセー ジ画面び表示されます。 

「3章3-®八ードディスクか5リカバ U - をする」の手順4蝴驾の操作を行ってください。 
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パソ n ンの準備—セットアップ- 


















[21Windows 7 のセットアップ 

セットアップには約] 〇〜2日分かか0ます。 

1[国または地域]欄に「日本」と表示されていることを確認し、[次へ]ボタンをクリックずる 

ユーヴー名とコンピューター名を入力する画面び表示されます。 

ユーザー名は、 Windows を使用しているユーヴーをパソ]ン側で識別するための名前です。 

次の手順では、管理ちユーヴーのユーザー名を登録します。 

管理ちユーヴーとは、ネットワークやコンピューターを管理する権限を持つユーヴーのことです。複数のユーヴーで] 
台のパソコンを使用する場含、管理者ユーヴーは、ほかのユーヴーに対して使用制限の設定を行えまず。 

管理をがのユーザーは、 Windows のセットアップ後に登録でさます。 

2ユーザー名を入力ずる 

[ユーヴー名を入力してください]と書いてある下の欄に、管理者ユーヴーの名前を入力してください。 

ユーザーちは、半角英数字で入力ずることをおずずめしまず。 

[ dynabookj と入力するときは、キーボードで@反]と巧します。 

■ ユーザー名に使えない文字列 

ユーヴー名を入力するとさ、なの文字列を使用しないでください。 

CON 、 PRN 、 AUX、NUL C 日 Ml 、 COM 2. COM 3. COM 4. COM 己 、 C 日 M 目 、 C 日 M 7 、C 日 M 8 、C 日 M 白、 
LPT ]、 LPT 2、 LPT 3、 LPT 4、 LPT 己、 LPT 日、 LPT 7、 LPT 8、 LPT 白、@ 

■ キーを巧しても表示されないとさは 

キーを押してちで字び表示されない場合は、入力欄に「 I 」び点滅しなびら表示されていることを確認してください。 
「 I 」は力ーソルといい、表示されている位置から艾字を入力できます。表示されていないとをは、[ユーヴー名を 
入力してください]の下の欄をク U ックしてくださし、。 

■ 入力を間違えたとさは 

•力ーソルの左側の文字を削除する： ( BACKSPACE 片 一を巧す 
•カーソルのち側の文字を削除する： （ HD キーを巧ず 
力ーソルを左ちに動かすには、 （3 キーまたは0キーを押しまず。 

3コンピューター名を入力ずる 

コンピューターに名前をつけるのは、使用するパソコンをほかのパソコンと区別するためです。ネットワークに接続す 
る場含は、必ず設定してください。 

[コンピューター名を入力してください]と書いてある下の欄に、半角英数字で任意の文字列を入力して<ださし、。 

半角巧数字 W がは使用しないでください。また、同じネットワークに接続するコンピューターとは別の名前にしてくだ 
さい。 

4 [次へ]ボタンをクリックずる 

[ユーヴーアカウントのパスワードを設定します]画面び表示されます。 

5パスワードを入力ずる 



•パスワードを忘れると、 Windows を起動するためには、「リカバリー」という、購入時の状態に戻す処理をするしか、方 
法びなくなってしまいます。その場を、購入後にパソコンに保存したデータやアプ U ケーシヨンなどはすべて消失するの 
で、パスワードは忘れないよラにしてください。 


[パスワードを入力して<ださい]と書いてある下の欄に、 Windows □グオンパスワードとして設定したい艾字を入 
力して < ださし、。 

Windows □グオンパスワードは半角英数字で127文字まで設定できます。8艾字 ULL で設定することをおずすめしま 
す。英字の場を、大艾字とル文字は区別されます。 

Windows □グオンパスワードを入力しないでそのまま次の画面へ進むこともでをますび、セキユ U テイ上、設定する 
ことを強くおすすめします。 

入力した文字は「♦♦♦♦♦」で表示されるため、画面を見て確認することはできません。入力し間違えても画面では 
わからないので、気をつけて入力してください。 
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3 Windows セツトアップ 


6 パスワードをもラー度入力ずる 

[パスワードをもう一度入力してください]と書いてある下の欄に、手順日で入力した Windows □グオンパスワードを、 
もラー度入力してください。 

7 パスワードのヒントを入力ずる 

設定した Windows □グオンパスワードを忘れてしまったとさのために、あ5かじめヒントを設定しておくと、パスワー 
ド入力画面で表示させることびできます。 

[パスワードのヒントの入力]と書いてある下の欄に、それを読めば自分だけはパスワードを思い出せるようなヒント 
を入力してください。 

8 [次へ]ボタンをクリックずる 

[ライセンス条項をお読みになってください]画面び表示されます。 

9 マイク□ソフトと東芝のライセンス条項の内容を確認し、それぞれの[ライセンス条項に同意しまず]の 
左にある□をクリックずる 

ライセンス条項に同意しないと、セットアップを続行することはできず、 Windows やコンピューターを使用すること 
はでをません。 

表示されている条項文の続きを表示するには、画面のち側にある▼ボタンをクリックします。 

10 [次へ]ボタンをクリックずる 

[コンピューターの保護と Windows の機能の向上び自動的に行われるように設定してください]画面び表示されます。 

11 [推奨設定を使用しまず]をクリックずる 

[曰付と時刻の設定を確認します]画面び表示されます。 

12 日付と時刻を確認ずる 

コンピューターの内蔵時計の日付と時刻び合っているかどうか確認し、含っていない場合は、正しい内容に設定してく 
ださい。 

[タイムゾーン]は、欄のちにある▼をク U ックして、表示された地名か5「大阪、札幌、東京」をク U ックしてください。 
年-月の左ちにあるイまたは ► をク U ックすると、月ごとに順に表示び切り誓わります。 

年-月を合わせてか5、該当する曰をク U ックしてください。 

時刻表示のちにある ▲ または ▼ をク U ックすると、順に数字び切り誓わります。 

変更したい時/分/秒をク U ックしてから ▲ または ▼ をクリックしてください。 

ぶるメモ 

• 曰付と時刻び合っていないと、本製品に巧意されているウイルスチェックソフトなどの使用期限のあるアプリケーション 
では、アプリケーションの設定渡か5適巧される使用期限などび、正しく計測されないことびあ0ます。そのため、この 
時点で、日付と時刻び合っていることを必ず確認してください。 

• 日付と時刻は Windows セットアップ終了後に設定することもできます。 

日付と時刻の設定 『 Windows ヘルプとヴポ ー N 

13 [次へ]ボタンをクリックずる 

[ワイヤレスネットワークへの接続]画面び表示された場含は、手順14に進んでください。 

[ Windows で設定の最終処理を実行しています]画面び表示された場含は、手順 ] 曰に進んでください。 

14無線 LAN の設定を省略ずるので、[スキップ]ボタンをクリックずる 

無線 LAN 機能を使ったネットワークへの接続は、セットアップ完了體に行えるので、ここでは省略した場合について 
説明します。 

15 ユーザーの設定び準備される 

Windows セットアップび終了すると、コンピューター内にユーヴーの設定び用意されます。 

モデルによっては、作業を完了するためにシステムび再起動します。 

しばらくお待ちください。 

パスワード入力画面び表示された場合は、 Windowsn グオンパスワードを入力し、 [ ENTER ] キーを押してください。 
Windows び起動します。 

東芝サービスステーション搭載モデルで、 r 東芝サービスステーション」のメッセージび表示された場合は、「本項-3 
「ま芝サービスステーシヨン」について」を参照してください。 
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パソ n ン Q 準備—セツト「ノツプ— 







ぶるメモ 

• しば5くタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあります。これは省電 
力機能び動作したためで、故障ではありません。わう一度表示するには、 [ SHIFT "! *— を巧すか、タッチパッドをさわつ 
て < ださい。 

rgiHIF 。 キーやタッチパッドでは復帰せず 、 Power LED び点滅または消灯している場合は、電源スイッチを押してくだ 
さい。 

•パソコンを起動するときに流れる Windows の起動音びまれに違切れる場合びありますび、故障ではありません。 

役立つ操作集 

广 "N 

曰付と時刻の確認 

曰付と時刻は、画面ち下の[通知領域]に表示されています。 

正しく設定されているかどラか確認してください。 

正しく設定されていない場合は、 『 Windows ヘルプとサポート』を確認して設定してください。 

V _ _ _ J 


1 Windows 7 でわか 5 ない操作びあつたとき _ 

Windows 7の使いかたについ口ん[スタート]ボタン （©) 一 [ヘルプとサポート]をク U ツクして、 『 Windows へ 
ルプとサポート』を参照してください。 

Windows 7の最新情報はなのホームページ占、日確認できます。 


• Windows 7について 

URL : http :// www . microsoft . com / japan / windows / default.mspx 

1 Windows セッ ト アップび終了した 5 _ 

Windows セットアップび終了した5、次の操作を行っておくことをおすすめします。 

• Windows を最新のが態にする 

[Windows Update 」 で更新プ□グラムをインストールしてください。 

[Windows UpdateJ について 『 Windows ヘルプとヴポート』 

• リカバリーメディアを作成する 

U カバ U — ディアを作成しておくことをおすすめします。 

リカバリーメディアとは、システムやアプ U ケーシヨンをご購入の状態に復元（リカバリー）するためのちのです。 

U カバ U - メディアの作成について「本章日 U カバ U - メディアを作る」 

なお、1」カバ1」ーメディアを使って実際に1」カバ I 」一を行5とさは、操作の流れをよくご確認ください。 

リカバリーについて「3章買ったときの状態に戻すには」 

1 ドメインに接続する _ 

• 7 Professional 搭載モデルの場合 

企業内など、ある1つにまとまったネットワークをド^インと呼びます。 

ここでは、本製品をドメインに接続する設定方法を説明します。 

ドメインのユーヴー名やパスワードなど、詳しい設定方法びわか5ない場合はネットワーク管理をにお問い合わせください。 
本製品を複数のユーヴーで使巧している場合は Administrator と呼ばれる管理者のユーヴーに切り誓えてか5設定を巧って 
<ださい。 

1 [スタート]ボタン（@)一 [コント□ールパネル]をクリックずる 

2 システムとセキュリティ]をクリックずる 

3 [システム]をクリックずる 
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3 Windows セツトアップ 


4 [システムの詳細設定]をクリックずる 

[システムのプ□パティ]画面び表示されます。 

5 [コンピューター名]タブで[変更]ボタンをクリックずる 

6 [ドメイン]をチェックしてか5接続ずるドメインの名前を入力し、 [ OK ] ボタンをク U ックする 
7 ドメインの[ユーザー名]と[パスワード]を入力し、 [ OK ] ボタンをクリックずる 

8 [ OK ] ボタンをクリックずる 

9 [ OK ] ボタンをクリックずる 

バソコンをち起動してください。 


[31 r まち サー ビス ステーシヨ ン J について 

* ま芝サービスステーション搭載モデルのみ 

「ま芝サービスステーション」は、ソフトウエアのアップデートや重要なお知5せを自動的に提供ずるためのソフトウエア 
です。 

このソフトウエアは本製品の識別情報などを当社のサーバーへを信します。 

使用できるように設定する前に、詳しい内容を説日月した使用許諾書び表示されまずので、よくお読みください。 

ぶるメモ 

•「東ちサービスステーション」を使用するには、インターネットに接続できる環境び必要です。 

•「東ちサービスステーション」は、本製品に用意されているアプリケーション、ユーティリティ、ドライバーや BIOS の 
うち、一部についてアップデートをお知らせしまず。東芝 PC 総合情報サイト r dynabook . comj の「よくある質問 （ FAQ )」 
やウイルス•セキュ U ティ情報と 「Microsoft Update 」 などをあわせてご利用ください。 

ンストール方法 


* インストールされていないモデルのみ 

「ま芝サービスステーション」び、購入時の状態ではインストールされていないモデルの場合は、巧の手順でインス!-ール 
して < ださい。 

1 [スタート]ボタン （©) 一 [ずべてのプ□グラム]一[アプリケーションの再インス!ル]をクリッ 
クずる 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

3 [ユーティリティ]タブまたは[ま泛ユーティリティ]タブをクリックずる 

4 画面を側の [TOSHIBA Service Station ] または[まミサービスステーション]をク U ックし、[棟ミサー 
ビスステー シヨン」 のセットアップ]をク U ックする 

5 画面の指示に従ってインス!ルずる 

[ファイルのダウン□-ド]画面び表おされた場合は、廣行]ボタンをク U ックしてください。 
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設定方法 


「東芝サービスステーション」を使用でをるよラに設定する方法は、次のとおりです。 

1 パソコン起動後、しば5くしてか S 通知領域に表示されるメッセージを確認ずる 

メッセージ r 東芝か5重要なお知5せびあります。ココを確認してください。」び表示されるので、このメッセージを 
ク1」ックして <ださし、。 

または、[スタート]ボタン （®) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーテイ U テイ]一[サービス 
ステーション]をク U ックしてください。 

お]めて起動したときは、本ソフトウェアに関する詳しい説明（使用許詰書）び表示されます。 

2 内容を確認し、[同意ずる]ボタンをクリックずる 


ぉヴ-ビ;^トショシ A ■ 

東呈サ-ピスステーシヨンのほ田 i 午ま呈 
«ミサ-ジステ-シ必化:利用じあをって 

ffis. 

《ソフ朽 iP は、も'客檢の〕ンビユ-夕-に当巧にわてブ W ンストルぴたリフ阳 I アのア•ノブ 
デート、ある L な、ちさ宿の〕ンビユータ ー( 巧する当ながらの六切なも夕おせを、自制がこなま 
する视巧モか冉はす(巧熙3：定では30日ごヒじ巧まを巧います。巧索旧规3：当社のサーバー 
けみ〇巧モにが巧^ミれる巧をびがますんこの播をぴみ巧にねります^：、本ソフトウ I アは、上 
E なま呀こモテルもをを视揖齡|巧ち ( U 山 D )、 言語’店 SSL 巧远#を、 PC 巧入巧のを 
巧の|||巧《巧日時、 OS のトジ主んアップテ-卜、ホ切なわならせのきモちほ、アップデ—卜の 
タウンロ-ド届麽、7クフデ-卜 CIH ンスト-ル居ほなどめシステムに聞才るをホ’削3を、当社の 
サ-/卜へ君晚うじ掛言します。本でトウ巧にがわ客巧の<因人储防巧なこリ谋することは 
ホり S せんが、まミわ客な登録やほ守做目などじより当な[こおさ培巧巧をこ‘巧巧いがかている 
巧を(こは、当なよりお客肯ヘス切なが日らせを忠 D する必要があを巧をや、サ-ピスサボートの 
巧上のを抑こ，それら則き巧ヒ賠さする巧合があります。け;‘主） 

システム’苗巧のも'巧り似 '(こついて： 

当けのサ — た,—れらの‘‘/スモレ店巧は.口一>1•モィ、/巧た«な?のり•サボート巧か卜. 
j [同•まする] ■ I 同ましません I 

n ~ 71 I 日谢こ冉度ま示します」 


使用許諾書に同意すると、处降は、ソフトウェアのアップデートや当社からのお知5せを検出する機能び、パソコンを 
起動すると自動的に動作します。 

E 使用方ま _ 

■ソフトウェアのアップデートがある場合 ■ 

本製品に巧意されているアプ I 」ケーション、ユーティ U ティ、ドライバーや BIOS にアップデートびあることを検知すると、 
メッセージ「 X 件の新しいソフトウェアのアップデート（更新）びあります。」び表示されます。 

メッセージを確認し、画面の指示に従って操作してください。 

■本製品に巧ずるお知 S せがある場合 ■ 

本製品に対する当社か5のお巧5せび準備されたことを検出すると、メッセージ「 X 件の新しいお知5せびあります。」び 
表示されます。 

メッセージを確認し、画面の指示に従って操作してください。 

手動で、ソフトウェアのアップデート、またはお知らせを確認したい場含は、[スタート]ボタン （®) 一 [すべてのプ 
□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーティリティ]一[サービスステーション]をク U ックし、[ずべてのアップデートを 
確認]ボタンをク U ックしてください。 
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巧い終わった s 


パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る「シャットダウン」を行ってください。中断するときは、それまでの作業 
をメモ U に保存して一時的に中断する「スリープ」といラ方法びあ0ます。 


A 警告 


•電子機器の使巧び制限されている場所ではパソコンの電源を切る 
パソコン本体を航空機や電子機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場合は、無線機能を無効に設 
定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機器に影響を与えることびあります。 

-無線機能は、機種によってワイヤレスコミュニケーションスイッチまたは店因]+にを]キーで無効にすることびでき 
まず。ワイヤレスコミュニケーションスイッチまたは LE 凶 ]+[£ 空)キーで無線機能を日 FF に設定し、ワイヤレスコ 
S ュニケーション LED び消灯しているのを確認してくださし、。 

-スリープや休止状態では、パソコンび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧げたり、ほかのシステムに影響 
を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でちパソコンび自動的に起動するよラな設定のソフトウエアの場合は、あらかじめ設定を無効に 
(解除）してくださし、。 


①電源を切る 


パソコンを使わないとさは、ス U —プではなく電源を切ってください。 
間違った操作を行ラと、故障した0大切なデータを失ラおそれびあ0ます。 


電源を切る前に 


•必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消失します。 

• 超動中のアプリケーシヨンは終了してください。 

•八ードディスクドライブやメディアへのアクセス中、ディスクトレイ LED の点灯中は、電源を切5ないでください。デー 
夕び消失するおそれびあります。 


電源を切るには、次のよラに操作してください。 

1[スタート]ボタンをクリックずる 

[圓 L ' 台^吸 

2 [シャットダウン]をクリックずる 



Windows を終了したあと、パソコンの電源び自動的に切れます。 

パソ]ン本体の電源び切れると 、 Power LED び消なします。 

電源を切ったあとは 

•パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに切ってください。 
•ディスプレイは静かに閉じてください。強く閉じると衝撃でパソコン本体び故障する場合びあります。 
•パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因となります。 
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■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにちラー度起動することを「再起動」といいます。パソコンの設定を変えたときやパソコ 
ンびスムーズに動かなくなってしまったとさなどに行います。 

再起動するには、次のよラに操作してください。 

①[スタート]ボタン（@)をクリックし、@をクリックずる 
霞表示されたメニューか5 [再起動]をクリックずる 


②スリープにする 


パソコンの使用を中断する場合は、パソコンを「ス U - プ」にしましょう。次に電源スイッチを巧したときに、すばやく中 
断したときの状態を再現することびでさます。 

スリープ中はパッテ U — を消耗しますので、 AC アダプターを取り付けておくことを推奨します。作業を中断している間に 
バッテ U — の残量びかなくなった場合などは、通常のスリープでは保存されていないデータは消失します。 

八イブリッドスリーブ「本項2スリープ機能を強化する」 

なお数日政上使巧しないときや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場含（メモ U の取0付け/取りはずしや、 
バッテ U — パックの取り付け/取0はずしなど）は、スリープではなく、必ず電源を切ってください。 


m スリープの実行方法 


1[スタート]ボタンをクリックずる 

I 圓 I @ み m ~ 

2 @ボタンをクリックし①、表おされたメニューか6 [スリープ]をクリックずる® 



が> @ 巧! 


^スリープ機能を強化する 

通常のス U —プのほかに「八イブ U ッドスリープ」といラ機能び用意されています。 

パソコンの使用を中断したとさ、それまでの作業を^モ IJ に保存するス U —プに対して、八イブリッドスリープはモリ 
と八ードディスクの両方に保存します。 

作業を中断している間にバッテ U - の残量びかなくなった場合などは、通常のス U - プでは保存されていないデータは消失 
します。八イブリッドスリープを有効にしておくと、八ードディスクか5作業内容を復元でさます。 

八イブ1」ッドスリープを有効にしている状態でスリープを実行すると、八イブリッドス U —プとして機能します。この場 
合は、スリープを実行してか5ス U —プ状態になるまでの時間び長くなります。 

またス U — プを実行してか5—定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラにも設定でをます。 

休止状態に移行する設定について本項の「役立つ操作集」 

八イブ U ッドス U —プを有効にするには、次の手順で設定してください。 

1[スタート]ボタン（@)一 [コント□ールパネル]をクリックずる 

2 [八ードウエアとサウンド]一[電源オプション]をクリックし、選択している電源プランの[プラン設 
定の変更]をクリックずる 

[プラン設定の変更]は、各電源プランのち端に表示されています。選択している電源プランの[プラン設定の変更] 
をク U ックしてください。 

八イブ U ッドスリープの設定は、電源プランごとに必要です。 

[プラン設定の編集]画面び表示されます。 
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4 使い終わった 5 


3 [詳細な電源設定の変更]をクリックずる 

[詳細設定]画面び表示されます。 

4 [スリープ]をダブルクリックし ①、 表示される頃目か5 [八イブリツドスリープを許巧ずる]をダブル 
ク U ックずる ② 



の 

I ② 


5 八イブ U ツドスリープを ON にしたい項目（[バツテリ駆動]/[電源に接続])をク U ツクする 

[バツテ1」駆動]:バツテ U - 駆動時の、八イブリツドス U - プ機能の ON / OFF を設定できます。 

[電源に接続]:電源に接続しているときの、八イブリツドス U —プ機能の ON / OFF を設定できます。 

6 項目の横に表示された三をク U ックし①、表示されたメニューか S [オン]をクリックずる② 



の 

② 


7 [0 K ] ボタンをクリックずる 

これで八イブ I 」ッドス I 」ープを有効にする設定は完了です。 

この状態でス I 」ープを実巧すると、ノ V イブ U ッドス IJ — プとして機能しまず。 

役立つ操作集 

一定時間の経過後、休止状態にずる 

ス U —プを実行してか5—定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラ設定できます。 

[詳細設定]画面で[なの時間び経過禮休止状態にする]をダブルク U ックし、表示された項目を選択して▲▼で時間 
を設定してください。 

ス U —プを実行してか5設定した時間び経過すると、自動的に休止状態に移行します。 

休止状態 『 Windows ヘルプとサポート』 

V J 
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画面で見るマニュァル 


Windows び起動しているときに、『オンラインマニュアル』をパソコン画面上で見ることびでをます。 
『オンラインマニュアル』には、本製品の使用で法についての説明びよりをく記載されています。 

I 起動方ま _ 

1デスクトップ上の[オンラインマニュアル]アイコン（^)をダブルク U ックずる 

「Adobe Reader 」 び起動し、『オンラインマニュアル』び表示されます。 

初めて 「Adobe Reader 」 を起動したときは、[使用許諾契約書]画面び表示されます。契約内容をお読みのラえ、[同 
意する]ボタンをク U ックしてください。[同意する]ボタンをク U ックしないと 、 「Adobe Reader 」 をご使用にな 
れません。また、『オンラインマニュアル』を見ることはできません。 

ぶるメモ 

•『取扱説明書』や『セットアップガイド（本書)』の内容わ、パソコンの画面上で見ることびできます。東芝 PC 総合情報 
サイト rdynabook.com ( http :// clynabook . com / pc/)J か日ダウン□—ドしてください。 


20 








リカバリーメディアを作る 


本製品には、システムやアプ U ケーションを購入時の状態に復元するためのリカバリー（再セットアップ）ッールび搭載さ 
れています。1」カバ U - DVD - R 日 M び付属していないモデルの場合 、 riOSHIBA Recovery Media CreatorJ を使って、 
あ5かじめ、 U カバ U —ツールのバックアップをとっておくこと （ U カバディアの作成）をおすすめします。 

何5かのトラブルで八ードディスクドライブか5リカバリーでさない場含でち、 U カバ U —^ディアか 5 U カバ U —をする 
ことびでさるよラになります。 

U カバ U —^ディアびない状態で、八ードディスクドライブか 5 U カバ U —び行えない場合は、修理び必要になる可能性び 
あります。東芝 PC あんしんサポートに相談してください。 

■リカバリー（再セットアップ）とは ■ 

1」カバ U - (再セットアップ）をすると、八ードディスクドライブ内に保存されているデータ〔で書ファイル、画儘•映儘 
ファイル、メールやアプリケーションなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットや方ールの設定 、 Windows 
□グオンパスワードなど）ち購入時の状態に戻る、つまり何ち設定していない状態にな0ます。 

詳しくは、「3章]リカバリーとは」を参照してください。 

また、データのバックアップについては、普段か5定期的に行っておくことをおすすめします。 

I U カバリーメディアを作成でをる記録メディア _ 

「 T 日 SH 旧 A Recovery Media 仁 「 eatorj では、次の記録^ディアのいずれかを使用できます。 

何わデータび書走込まれていないちのを用意してください。 

• US 目フラッシュメモリ（容量 32 G 巨までの US 巨フラッシュメモ U び使用できます。） 

•言己録巧の DVD _>< ディア#1 ( DVD - R 、 DVD-R 〇し DVD - RW 、 DVD + 円、 DVD+R DU DVD + RW ) 

*] ドライブを搭載していないモデルの場合は、外付けの DVD ドライブ（東ち製オプション）を接続すると、 DVD を使巧できます。 

[TOSHIBA Recovery Media Creator ] 画面の[火ディア構成]で記録メディアの種類を選択すると、[情報]に、必要 
な記録ディアの枚数や容量び表示されます。 

DVD の場含は、必要な枚数び表示されます。複数枚使用する場含は、同じ規格の記録メディアで統一してください。 

US 巨フラッシュ方モリの場合は、リカバリーメディアの作成に最低限必要な容量び表示されます。 

表示される容量より大きい容量の US 日フラッシュメモリを用意してください。 


DVD について /DVD の使用推奨メーカー 


* 使用できる DVD 記録メディアについては、『オンラインマニュアル』を確認してください。 

列付けの DVD ドライブを使用して作成ずる場合は、 『DVD ドライブに付属の 説明書』 を確認してくだをい。 

•推奨するメーカーの DVD を使用してください。 

規格に準拠した DVD を使用してください。 

•が付けの DVD ドライブで使用できる DVD については、 『 DVD ドライブに付属の説明書』を確認してください。 
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I 」カパ1」-メディアの舗こあたって 

• [TOSHIBA Recovery Media Creator 」 では DVD-RAM を使用できません。 

• [TOSHIBA Recovery Media Creator 」 を使って U カバリーディアを作成するときは、ほかのアプ U ケーションソフ 
卜をすべて終了させてか5、巧ってくださし、。 

DVD または US 巨フラッシュメモ I 」に書を込みを行ラとさは、次のを意をよく読んでか5使用してください。 

守5ずに使用すると、書さ込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへの振動や衝撃などの本体異常や、ディア 
の状態などによっては処理び正常に巧えず、書き込みに失敗することびあります。 

•書き込みに失敗したメディアの損害については、当社はいっさいその責任を負いません。また、記憶内容の変化•消失な 
ど、ディアに保をした内容の損害および内容の損失-消失によ0生じる経済的損害といった派生的損害については、当 
社はいっさいその責任を負いませんので、あ5かじめご了承ください。 

• DVD に書き込むとさには、それぞれの書走込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠した記録メディアを使用してくだ 
さい。また、推奨するメーカーの記録ディアを使用してください。 

DVD について『オンラインマニュアル』 『 DVD ドライブに付属の説明書』 

♦バッテリー駆動で使巧中に書き込みを巧ラと、バッテリーの消耗などによって書さ込みに失敗するおそれびあります。お 
ず AC アダプターを接続してパソコン本体を電源コンセントに接続して使用してください。 

♦書き込みを行ラときは、本製品の省電力機能び働かないようにしてください。また、スリープ、休止状態、シャットダウ 
ンまたは再起動を実行しないでください。 

図策 省電力機能について『オンラインマ ニ ュアル』 

•次に示すような、ライティングソフトウェア政がのソフトウェアは終了させてください。 

-スクリーン セーバー 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティリティ 
-音楽や映儘の再生アプリケーション 
- LAN などの通信アプ U ケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴーを切り誓える、画面の解像度や色数の変更など、パソコン本体の 
操作を行わないでください。 

•パソコン本体に衝擊や振動をちえないでください。 

•書き込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでくださし、。 

周辺機器について『オンラインマ ニ ュアル』 

•パソコン本体か5携帯電話、およびほかの無線通信装置を離してください。 


U カバリーメディアを作成するには、し U 降の説明を参照してください。 
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6 リカバリーメディアを作る 


□□インストール方法 

* インス I -―ルされていないモデルのみ 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 び、購入時の巧態ではインス! -- ルされていないモデルの場合は、次の手順でイ 
ンス I -ールしてください。 

1 [スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再インス!ル]をクリッ 
クずる 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

3 [ユーティリティ]タブまたは[ま泛ユーティリティ]タブをクリックずる 

4 画面を側の [TOSHIBA Recovery Media Creator ] をクリックし 、 [[TOSHIBA Recovery Media 
Creator 」 のセットアップ]をクリックずる 

5 画面の指示に従ってインス! -- J レずる 

[ファイルのダウン□-ド]画面び表示された場合は、廣行]ボタンをク U ックしてください。 


国起動方法- 

外付けの DVD ドライブで DVD のリカバリーメディアを作成する場含は、あらかじめ DVD ドライブをパソコン本体に接続 
しておいて < ださい。 

接続方法 『 DVD ドライブに付属の説明書』 

1 [スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプ□グラム]一[リカバリーメディア作成ツール]をクリック 
ずる 

[TOSHIBA Recovery Media Creator 」 び起動します。 



タイトル 

チェックボックスにチェックびついている 
(图）リカバリー方ディアを作成します。 
囚をク U ックすると作成するリカバリー 
^ディアの一覧び表示されます。 


メディア構成 

作成する記録メディアの種類を選択する 
ことびでをます。 


情報 

DVD の場含、画面に表示される枚数分び 
必要になります。 

US 目フラッシュメモ U の場含、画面に表示 
される容量び必要になります。 


(表示例) 



パソ n ンの準備—セットァップ- 











































因リカバリーメディアを作巧する -- 

が付けの DVD ドライブで DVD の U カバ U - メディアを作成する場合は、あ5かじめパソコン本体に接続しておいてくだ 
さい。 

1[タイトル]、[メディア構成]を選択ずる 

[情報]に、必要な DVD の枚数や US 目フラッシュメモ U の容量び表示されるので、巧意してください。 

2 [作成]ボタンをクリックずる 

作成する U カバ U — メディアの確認と記録メディアのセットを求める画面び表示されます。 

3 DVD また USB フラッシュメモリをセットずる 

DVD のセット『オンラインマニュアル』 『 DVD ドライブに付属の説明書』 

US 目フラッシュメモリ『オンラインマニュアル』 

4 [0 K ] ボタンをクリックずる 

作成び開始され、[現在のメディア]に、作成している U カバ U — ディアの進抄状況び表示されます。 

作成を途中で中止する場含は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

DVD の場含、作成び終了すると、記録メディアび自動的に出てきます。 

作成する • X ディアび複数枚ある場をは、メッセージに従って記録方ディアを入れ誓えてください。 

5 メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックずる 

作成した1」カバ U — メディアには、なのことびわかるように目印をつけてくださし、。 

♦ r リカバリー方ディアであること」 

•複数枚ある場合は、番号 

たとえば DVD の場を、「1」カバ U — メディア XX (番号)」といラよラに、レーベル面に油性のフ王ルトペンなどで記 
載してください。 U カバ U —をするとを、この番号の順に U カバ U - メディアを使用しないと、正しく U カバ U — され 
ません。必ず U カバ U — 方ディア番号びわかるよラにして保管して<ださし、。 

6 [閉じる]ボタン（@)をクリックずる 

[TOSHIBA Recovery Media Creator ] 画面び閉じ、リカバリーディアの作成を終了します。 

U カバ U — 方ディアか 5 U カバ U - をする操作手順については、「3章3 U カバ U -= 再セットアップをする」を参照 
してください。 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 のお問い合わせ先 r 取扱説明書付録吕お問い合わせ先』 
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2 章 


パソコンの動作がおかしいとをは 



パソコンの操作をしていて困つたときに、どうした 
5良いかを Q & A お式で説明しています。 


1 Q & A # 26 

2 システム回復オプションについて 34 













V 


ノ 


oslam 


電源を入れるとを/切るとき . 26 

Q 電源スイッチを押して指をはなしても、 

Power LED 力'':点灯しなし、 . 26 

Q 電源が入るが、すぐに切れてしまラ 

電源び入5なし、 . 27 

Q 電源を入れたが、システムが起動しない . 27 

Q 使用中に前軸れもなく 

突然電源が切れることがある . 27 

Q しば5 く操作しないとを、電源が切れる . 28 

画面/表示 ... 28 

Q 青い画面（ブルースクリーン）が表をされ、 

操作でさな < なった . 28 

Q 画面表示が回転してしまった . 28 

システム/ハードディスク… . 28 

Q パソコンが応答しなくなった . 28 

Q Windows がセーフモードで起動した . 28 

Q 再起動や電源を入れ直してち、 

トラブルび解消しない . 29 

指紋認証 . 29 

Q 指紋の読み取りがラまくいかない . 29 

Q 指にけびをしたため 

指紋の読み取りができなくなった . 29 

Q 認識率び下がった5 . 29 

TPM ... 30 

Q 誤って TPM を初期化してしまった . 30 

Q TPM を使巧しているパソコンを、 

修理-保守に出したい . 30 

メッセージ . …30 

Q 「 Password =」 と表をされた . 30 


Q 「パスワードを入力して下さい。」と表示された...30 


Q「HDD Password :」、「 HDDl/SSDl 

Password =」、「 HDD / SSD のパスワード 
を入力してください」、または「内蔵 HDD / 

SSD のユーザーパスワードの入力」と 

表示された . 30 

Q 電源を入れたとき、次のよラな指紋認証の 

メッセージが表示された . 30 

Q 起動時に 「 Windows 再開□一夕‘」が表示され、 

Windows が起動しない . 31 

Q 画面が青くなり、次のよラなメッセージが 

画面一•面に表おされた . 31 


Q 起動時に 「RTC battery is low or CMOS 
checksum is inconsistent 」「 P 「 ess [ Fl ] 


Key to set Date / Time 」 と表をされ、 

Windows び起動でさない . 31 

Q 起動時に 「RTC Power Failure 

Check system . Then press [ F 2] key 」 

と表示され、 Windows び起動しない . 31 


Q 起動時に ERROR 0271 : Check date and 
time settings」「WARNING 日 2 已 1: 

System CMOS checksum bad - Default 
confi 呂 uration used」「Press く FI > to 
resume , < F 2> to Setup 」 と表示され、 

Windows び起動しない . 32 

Q 起動時に [The firmware has detected 
that a CMOS battery failure occurred . 

く FI > continue , く F 2> to setup 」 と 
表示され、 Windows が起動しない . 32 


Q 「システムの曰付または時刻び無効です」 

と表をされた . 32 

Q 次のよラなメッセージが表をされた . 32 

Q その他のメッセージが表示された . 32 

その他… . 32 

Q 八ードディスクか 5 U カバ U — 

でさな < なったとさは . 32 

Q 異常な臭いや過熱に気づいた！ . 32 

Q 操作できない原因びどうしてもわか！5ない . 32 


電源を入れるとを 
/切るとを 


Q 電源スイッチを巧して指をはなしても、 
Power LED が点打しない 


IIEv 載原スイッチを押す時間が短し、と電源が入5なし、こ 
^とがあ0ます。 

確実に電源スイッチを押してください。 

Power LED び点灯することを確認してくださし、。 
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1 Q&A 集 


電源が入るび、ずぐに切れてしま5 
電源が入6ない 


(Battery LED 、 または DC IN/Battery LED が 
オレンジ色に点減しているとき） 

IIEm バッテリーの充電量びかない可能性があります。 
次のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品用の AC アダプターを接続し、充電する 
(他製品用の AC アダプターは使用でをません） 

• 充電済みのノ（ッテリーパックと取り換える 
A ッテリ-の充電について 
『オンラインマニュアル』 

(DC IN LED がオレンジ色に点減しているとき） 
IIEv 電源 0) 接続 0) 接触が悪ぃ可能性がぁります。 

バッテ U —パックや AC アダプターを接続し直して 
<ださい。 

バッテリーパックの取り付け/取りはずし 
『取扱説明書』 

AC アダプタ-の接続『取扱説帽』 


電源を入れたび、システムが起動しない 


I か 


パソコン内部の温度が一定臥上に達すると保護機能 
が働を、システムが自動的に停止します。 

パソ]ン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所 
に移動するなどして、パソコンの内部温度び下びる 
のを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に 
上昇しやすくなります。通風孔のまわりには物を置 
かないで < ださい。 


I か 


I か 


起動ドライブを八ードディスクドライブじ I 列に設定 
した場合に、システムの入っていないメディアが 
セットされている可能性があります。 

システムび入っているメディアと取0誓えるか、ま 
たはドライブか5方ディアを取り出してから、何か 
キーを 押して < ださし、。 

それでも正常に起動しない場合は、次のよラに操作 
してください。 

①電源スイッチを曰秒し: LL 押して電源を切る 
霞電源スイッチを押し、製品□ゴび表示されてい 
る間に圧キーを数回巧す 
または、 

圧て!]キーを押しなび5電源スイッチを巧し、 
製品□ゴび表示されたら fFl 2 ) キーか 5 指をは 
なす 

各種パスワードを設定している場合は、パスワー 
ドの入力をラなびすメッセージび表示されます。 
パスワードを入力して rENTER j キーを押してく 
ださし、。 

感表示されたアイコンまたはニューの中からシ 
ステムの入っているドライブ（通常は八ードディ 
スクドライブを示す項目）を Wy キーまた 
は mCTl キーで選択し、 LenterI キーを 押す 


II か 


パソコン本体か 5 いったん、電源コードと AC アダ 
プター、バッテリーパックをすべて取りはずしてく 
ださい。 

①電源コードと AC アダプターを取りはずす 
パソコンに接続している周辺機器も取りはずし 
て < ださい。 

③バッテリーパックを取りはずす 

電源コードと AC アダプター、バッテ U - パック 
を取0はずすと、電源び入5ない状態になりま 
す。そのままの状態で、しば5く放置してくだ 
さい。 

③バッテリーパックを取り付ける 
® 電源コードと AC アダプターを取り付けて、電源 
プラグをコンセントに差し込む 
感電源スイッチを巧し、指をはなす 
確実に電源スイッチを巧してください。 

Power LED び点灯することを確認してください。 
電源 コードと AC アダプター の 接続 
『取扱説明書』 

バッテリーパックの取り付け/取りはずし 
『取扱説明書』 

政上の手順でち解決でをない場含は、東芝 PC あん 
しんヴポートに連絡してください。 


セーフモードまたは前回正常に起動したときの構 
成で起動しなおずことができます。 

電源スイツチを日秒た(上押して強制終了して < ださ 
い。 

起動方法については、『取扱説明書』を参照してく 
ださい。 


巧用中に前軸れもなく 
突然電源が切れることびある 


I か 


パソコン内部の温度が一定切上に達ずると保護機能 
が働を、システムげ自動的に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場をは、涼しい場所 
に移動するなどして、パソコンの内部温度び下びる 
のを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に 
上昇しやすくなります。通風孔のまわりには物を置 
かないで < ださい。 

それでも電源び切れる場合は、東芝 PC あんしんサ 
ポートに連絡してください。 


II か 


バッテ U —駆動で使巧している場台、パッテ U —の 
充電量がなくなった可能性がありまず。 


次のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品巧の AC アダプターを接続し、充電する 
(他製品用の AC アダプターは使用でをません） 
• 充電済みのノ くッテ U —パックと取り換える 
バッテ1」-の充電について 
『オンラインマニュアル』 
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パソ nAQ 動作がおか」いとさは 




















又しばちく操作しなし、とを、電源が切れる 


IIEjw Power LED が点口（点滅ではなく）している場合、 
^ 省電力機能が働いた可能性びあります。 

(Power LED の色はモデルによって異なりまず） 

しば5くタッチパッドやキーボードを操作しないと、 
画面に表示される内容び見えなくなる場合びありま 
す。これは省電力機能が動作したためで、故障では 
ありません。実隙には電源び入っていますので、電 
源スイッチを押さないでください。 
rSHIFT ] キーを押すか、タッチパッドを操作すると 
表示び復帰します。外部ディスプレイなどを接続し 
ている場合、表示び復帰するまでに1日秒前後かか 
ることびあります。 


11^^ ly 上の手順でも解決できない場合は、「本項-曰再 
, 起動や電源を入れ直しても、トラブルが解消しない」 
を確認してください。 


[ Q 画面表示が回起してしまった 




* 画面回輯機能搭載モデルのみ 


I か 


[ CTRL ] + [ALTl + rt 件一を押してください。 
正常な画面表术し民0ます。 

モデルによっては、デスクトップ画面上のウインド 
ウやアイコンなどび表示されていない場所にポイン 
ターを移動し、ちクリックして表示されたメニュー 


の[グラフィックプ□パティ]から、設定を変更 
してください。 


11^^ Power LED が点滅してしぶか、消灯の場合、自動 
r 的にス U —プまたは休止状態になった可能性があり 
まず。 

(Power LED の色はモデルによって異なりまず） 

一定時間パソコンを使用しないとさに、自動的に 
ス U —プまたは休止状態にするよラに設定されて 
います。 

復帰させるには、電源スイッチを押してください。 
また、次の手順で設定を解除で走ます。 



①[コント□ールパネル]を開き、[システムとセ 
キュ U ティ]をク1」ックする 
® [電源オプション]をクリックする 

③ [電源プランの選択]で利用するプランを選択する 

④ 選おしたプランの[プラン設定の変更]をクリッ 
クする 

⑤ [ディスプレイの電源を切る]および[コンピュー 
夕一をス U —プ状態にする]で[なし]を選択 
する 

[パッテ1」駆動]と[電源に接続]にそれぞれ設 
定してください。 

愈[変更の保存]ボタンをク U ックする 



Q 青い画面{ブルースク y — ン）が表示され、 
操作でまな<なった 

L _ 


電源スイツチを已秒政上押して Windows を強制終 
^ 了して < ださい。 


11^^アプリケーションを終了できない場合や、アプリ 
r ケーションを終了してもトラブルが解消しない場合 
は、パソコンを再起動してください。 

「1章4-①-再起動」 


lEp Windows 起動時に問題び起きた場合や、パソコン 
1を再起動でをない場合は、電源スイッチを日秒臥上 
押して Windows を強制終了してください。 

システムび操作でをなくなったとき!^处外は斤わない 
でください。強制終了を行ラと、ス U —プ/休止状 
態は無効にな0ます。また、保をされていないデー 
夕は消失します。 

強制終了したあと、電源を入れ直してください。 


IIEv の手順でも解決できない場合は、「本項 - Q 再 

y 起動や電源を入れ直しても、トラブルが解消しない」 
を確認してください。 


[Q Windows び セーフモー ドで起動した 


II か 


パソコンを再起動してください。 


システムび操作でさなくなったとさ政がは行わない 
でください。強制終了を行ラと、スリープ/休止状 
態は無効にな0ます。また、保存されていないデー 
夕は消失します。 

強制終了したあと、電源を入れ直してください。 


「1章4-①-再起動」 


11^^上の手順でも解決できない場合は、「本項 - Q 再 
f 起動や電源を入れ直しても、トラブルが解消しなし、」 
を確認してください。 
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1 Q&A 集 


指にけびをしたため 

指紋の読み取日げできな<なった 


II か 


登録してあるもラ1本の指で読み取りを行ってくだ 
さい。 


II か 


登録したずべての指の指紋び読み取れない場合は、 
一時的にキーボードか5バスワードを入力してくだ 
さい。 

詳しい操作ち法は、『取扱説明書』『オンラインマ 
ニュアル』または「指紋認証ユーティリティ」の 
ヘルプを参照してください。 


認識率が下がった6 


II ホ 


指紋センヴーの表面びよごれていないか確認してく 
ださい。 

よごれている場合には、眼鏡ふを（ク U —ナーク □ 
ス）などの柔5かい巧で軽くふを取ってか5をラー 
度指紋認証を巧って < ださい。 

測にっぃて 

『取扱説明書』『オンラインマニュアル』 


II か 


指の状態を確認してくださし、。 

指に傷びあった0、手荒れ、極端に乾燥した状態、 
ふやけた状態など、指紋登録時と状態び異なると認 
識でさない場合びあります。認識率び改善されない 
場含は、ほかの指で登録してください。 

i 綱こつし、て 

『取扱説明書』『オンラインマニュアル』 


I か 


指の置きかたを確認してください。 

指を指紋センサーと平になるよラに置き、指紋セ 
ンサーに指の中央を合わせてください。指紋セン 
ヴーの上に第]関節びくるよラに置き、すべ5せる 
とさはゆつく0と一定の速さですベ5せてください。 
それでも認証できない場含は、指をすべ5せる速さ 
を調整してください。 

i 綱こついて 

『取扱説明書』『オンラインマニュアル』 
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再起動や電源を入れ直してを、 
トラブルび醒ミ肖しない 


11^^ドライパ-やシステムのアップデ-忡（更新中） 

^にトラブルが発生した場合は、直前の正常に起動し 
たとをの構成で起動してください。 

前回正常に起動したときの構成で起動する 
「本節 - Q 電源を入れたび、システムび起動しない」 

IIEjM アプリケ—シヨンをインスト—ルしてから、この問 
^題が発生するよラになった場合は、インス!''ールし 
たアプ U ケーシヨンが Windows の動作に影響して 
し、る可能性がありまず。 

アプ U ケーシヨンをアンインス I -ールしてください。 
『アプ I 」ケーンヨンに付属の説明書』 


I か 


周辺機器を接続してか5、この問題が発生するよラ 
になつた場合は、接続した周辺機器が Windows の 
動作に影響している可能性があります。 

周辺機器を取りはずしてください。周辺機器によつ 
ては、周辺機器に付属のドライバーやアプ IJ ケー 
ションをパソコンにインス I ルしている場含びあ 
0ます。これ5のドライバーやアプリケーションも 
アンインス I -ールしてください。 

周辺機器の取り扱いについて 
『周辺機器に付属の説明書』 



* 指紋センヴー搭載モデルのみ 


おおの読み取日びラま < いかない 


I か 


I か 


もラー度正しい姿勢で操作してください。 

詳しい操作方法は、『取扱説明書』『オンラインマ 
ニュ アル』または「指紋認証 ユー ティ I 」ティ」の 
ヘルプを参照してください。 

登録してあるもう1本の指で読み取りを巧ってくだ 
さい。 


I か 


どうしてもうまくいかない場合は、一時的にキー 
ボードか5パスワードを入力してください。 

詳しい操作方法は、『取扱説明書』『オンラインマ 
ニュ アル』または「指紋認証 ユー ティリティ」の 
ヘルプを参照してください。 



パソ n ンの動作がおかしいときは 
















次誤つ口 PM を初雖してしまつた_ 4 


I か 


バックアップウィザードを使用して、 TPM の設定 
を復元してください。 

TPM のヘルプ 

[Infineon Security 円 atform ソ U ユーシヨン』 


Q f TPM をほ用しているパソコンを、 

修理•巧守に出したい 

U 


1^^ TPM を使用している場合、修理•保守に出ず前に、 
^ バックアップウイザードを使用して、 TPM をバッ 
クアップして < ださい。 


なお、修理-保守に出すと、 TPM に故障びなくても、 
TPM び交換される場合びあ0まず。 

その場合は、バックアップウィザードを使巧して、 
TPM の設定を復元してください。 


TPM のヘルプ 

[Infineon Security Platform ソ U ューシヨン』 


保守ヴービスについては、『東芝 PC サポートのご 
案内』を確認してください。 


r パスワードを入力して下さい。 J と表示された 


I か 


「ま芝 HW セットアップ」または BIOS セットアッ 
プで設定したパスワードを入力し、 f entefO キー 
を巧してください。 


バスワードを忘れた場合は、使用している機種（型 
番）を確認を、まち PC あんしんサポートに連絡し 
てください。ち料にてバスワードを解除します。そ 
の際、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の 
提示び必要となります。 

バスワ-ドについて『オンラインマこユアル』 


[HDD Password = J 、「 HDDl/SSDl 
Password = J 、 CHDD/SSD のパスワード 
Q を入力してください J 、 または r 内蔵 HDD / 
SSD のユーザーパスワードの入力 J と 
表示された 


11^^ HDD パスワードを入力し、 [ENTER ) キーを巧し 
てください。 

HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ード 
ディスクドライブは永义に使用でさなくな0、交換 
対応とな0ます。東芝 PC あんしんサポートに連絡 
してください。交換対応は有料です。その際、身分 
証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要 
となります。 

H □□パスワ-ドにつし'!て 
『オンラインマニュアル』 



電源を入れたとま、巧のよ5なおな認証の 
メッセージが表示された 


* 指紋センサー搭載モデルのみ 


rPassword = J と表示された 


11^^パスワードを入力し、 [ENTER ] キーを押してくだ 
气さぃ。 

あ5かじめ「東芝パスワードユーティ U ティ」でパ 
スワードファイルを記録メディアに保存しておくと、 
パスワードを忘れた場合に確認できます。ほかのパ 
ソコンの「メモ帳」などでパスワードファイルを開 
き、確認したパスワードを入力してください。 

パスワードを忘れた場合は、使用している機種を確 
認媛、東芝 PC あんしんサポートに連絡してくださ 
し'!。有料にてパスワードを解除します。その隙、身 
分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必 
要とな0ます。 

パスワードについて『オンラインマニュアル』 


•「Swipe fin 呂 e「to authorize access, or press 
BACKSPACE to enter BIOS password」 

♦ r 認証のため、指でセンサをなぞってください。 

巨 lOS パスワードを入力するには、目 ACKSPACE を巧し 
てください。」 

IIE^ 指紋認罰婦要です。 

「指紋認証ユーティ1」ティ」で起動認証機能を有効 
に設定していると、パスワードを設定している場合 
に表示されるメッセージの代わりに、指紋認証を巧 
ラ画面び表示されます。指紋認証を行ラと、起動認 
証機能によってパスワードの認証び行われます。 
認証を已回失敗する、または [ 巨 ACKSPACE] 丰一 
を押すと、パスワードの入力をラなびすメッセージ 
び表示されます。 

指紋認証の詳細は、『オンラインマニュアル』また 
は「指紋認証ユーティ U ティ」のヘルプを参照して 
<ださし、。 
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1 Q&A 集 


起動時に rWindows ち閲□—ダ J が 
表巧をれ、 Windows が起動しない 


11^^ A - ドウ I ァの接続に不具ちが起きた、または何5 
^かの原因で電源を切る前の状態を再現できなくなっ 
たといラメッセージです。 

休止状態のままメモ U の取り付け/取りはずしをし 
たとをなどに表示されます。 

電源を切る前の状態は再現でをません。 

次の操作を行ってください。 

① 「 Windows 再開□—ダ」で「復元データを削除 
してシステムブートメニューに進む」び反転表 
示していることを確認し、 f ^ TE で" )キーを押す 
③ 「 Windows エラー回復処理」で 「 Windows を 
通常起動する」び反転表示していることを確認 
し 、 fENTER ] キーを押す 
Windows び起動します。 


画面が青<な日、なのよ5なメッセージび 
画面一面に表示された 


• [A problem has been detected and windows 
has been shut down to prevent dama 畳 e t 日 your 
computer 」 

IIE ^ A - ドウ I アの接続に不具ちが起きた、または何5 
^かの原因で電源を切る前の状態を再現できなくなっ 
たといラメッセージです。 

休止状態のままメモ U の取り付け/取りはずしをし 
たとをなどに表示されます。電源を切る前の状態は 
再現できません。 

次の操作を行ってください。 

①電源スイッチを日秒し U 上押し、パソコンを強制 
終了する 

③再び電源スイッチを巧して、パソコンを再起動 
する 

「システムを前の場所か5再起動できませんでし 
た。」といラ方ッセージび表示されます。 

③ r 復元データを削除してシステムブート方 ニュー 
にすすみます」び反転表示していることを確認 
し、 i Tenter j キーを押す 
Windows び起動します。 


起動時に rRTC battery is low or CMOS 
checksum is inconsistentj FPressEFl ] 
Key to set Date / Time 」 と表示をれ、 
Windows が起動でをない 


I か 


時計用バッテ U —が不足しています。 

時計用バッテ U —は、 AC アダプターを接続し電源 
を入れているときに充電されます。 

時計用バッテ1」-について 
『オンラインマニュアル』 

AC アダプターを接続後、次の手順で BI 日 S セット 
アップの日付と時刻を設定してください。 

① ED キーを押す 

目 lOS セットアップ画面び表示されます。 

霞 CUD 30キーを使って 、 [SYSTEM 
DATE / TIME ] の [ Date ] を選択し、 

巧 PACE ] 、 巧瓦 SKSPACE ] キーで曰付を設 
定する 

感手順霞と同様に [ Time ] で時刻を設定する 

十 y キー、または rEND ] キー *1 を巧す 
確認の^ ッセー ジび表示されます。 

「 EN の キーを巧す場含に、 NUML 日 CKLED び 
点口している場含は、 〔 NUML 。 巳 K ] キー对甲し 
て消灯してか5這因豆]キーを押してください。 
⑤ [ YJ キーを巧す 

設定内容び有効にな0、巨 I 日 S セツトアップび終 
了します。 

パソコンび再起動します。 



( END ] キー搭載モデルのみ 


起動時に rRTC Power Failure 
〇 Check system . Then press [ F 2] keyj 
と表巧をれ、 Windows が起動しない 


II か 


時計用バッテ U —が不足しています。 

時計用バッテ U —は、 AC アダプターを接続し電源 
を入れているときに充電されます。 

時計用バッテ1」-について 
『オンラインマニュアル』 

AC アダプターを接続後、次の手順で BI 日 S セット 
アップの日付と時刻を設定してください。 

① キーを 押す 

BIOS セットアップ画面び表示されます。 

② 田田 キーを 使って' [System Time ] を 
還おし、 【 TAB "] キーを使って、時間、分、秒を 
還お後、圧を]、 f ?7 l キーで時刻を設定する 

③ 己〕田キーを巧って 、 [System Date ] を 
還おし、 （ TAB ] キーを使って、月、曰、年を還 
択後、圧を]、 [ F ブ1キーで曰付を設定する 

④ ( TlCT l キーを 巧ず 
⑥〇 キーを 巧す 

設定内容びち効になり、团 0 S セツトアップび終 
了します。 

バソコンび再起動します。 
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パソ n ンの動作がおかしいとさは 

































起動時に TERROR 0271 : Check date 
and time settings」[WARNING 0251 
: System CMOS checksum bad - 
Default configuration used J [Press 
< F 1 > to resume , < F 2> to SetupJ 
と表示をれ、 Windows び起動しない 


11^^時計用電池がなくなりました。 

時計用電池を交換する必要があります。 

東芝 PC あんしんサポートに相談してくださし、。 


起動時に [The firmware has detected 
that a CMOS battery failure occurred . 
< F 1 > continue , < F 2> to setup J 
と表巧され、 Windows が起動しない 


1^^日尉用電池がなくなりました。 

時計用電池を交換する必要びあります。 

東芝 PC あんしんヴポートに相談してくださし、。 


「システムの曰付または時刻が巧効でず J 
W と表示された 

L _ A 


11^^日付と腳を醜してください。 

Windows Update やアプリケーションのセット 
アップを行ラ場合は、正しい曰付と時刻を設定して 
か5行ってください。 

日がと剛の!就口いて 
『 Windows ヘルプとサポート』 


Q 巧のよ5なメッセージげ表示された 


•「Insert system disk in drive.Press any key when 
ready 」 

•「 Non - System disk or disk errar Replace and 
press any key when ready 」 

•「Invalid system disk Replace the disk,and then 
press any key 」 

• 「目 00 tCouldn’t Find NTLDR Please Insert another 
disk 」 

•「Disk I/O error Replace the disk,and then press 
any key 」 

•「Cannot load DOS press key to retry 」 

•「Remove disks or other media.Press any key to 
restart 」 

•「NTLDR is missing 
Press any key to restart 」 


\ W ^ CD/DVD や US 巨フラッシュメモリなどの起動 
ディスクを取り出し、何かキーを巧してくださし、。 

上記の操作を行ってち解決しない場含は、『東芝 PC 
ヴポートのご案内』で必要事項を確認のうえ、東芝 
PC あんしんサポートに連絡してください。 


〇その他のメッセージび表示された 


IIEm 使用しているシステムやアプ U ケーシヨンに付属の 
^説明書を確認してください。 


Q 八ードディスクか6 

リカパリーでをな<なコたときは 


11^^八ードディスクドライブに搭載されている U カバ 
" リー（再セットアップ）ツール（システムを復元ず 
るためのもの）のデータが破損、もしくは誤って消 
去されている可能性があります。 

また、市販のソフトウェアを使用してバーティシヨ 
ンの構成を変更すると、 U カバリーがでさなくなる 
ことがあります。 

[TOSHIBA Recovery Media Creator 」 で作成 
した U カバ U — ディア、または付属の U カバ U — 
DVD-ROM (付属しているモデルのみ）を使って、 
U カバ U — してください。 

U ヵバ U - の操作ち法 

「3章3-感リカバ1」ーメディアからリカバ1」一をする」 

U カバ U —方ディアびない場合は、修理び必要にな 
る可能性びあります。東芝 PC あんしんサポートに 
相談してください。 


[ Q 異常な臭いや過熱に気ヴいた 



IIEv パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コード 
^のプラグをコンセントか！5抜いてください。安全を 
確認してバッテリーパックをパソコン本体か5取り 
はずしてか5東芝 PC あんしんヴポートに相談して 
<ださし、。 


なお、連絡の際には次のことを伝えてください。 


•使用している機器の名称 
♦購入年月曰 

•現在の状態（できるだけ詳しく連絡してください) 


操作でをない原因びどラしてちわか6ない 


11^^このほかにもいろいろな解決ち法があります。 

1『オンラインマニュアル』を見る 

本書の日 SlA 集は、パソコンの電源び入5ないなど、 
『オンラインマニュアル』を見5れないが況で発生 
したトラブルの解決方法を説明しています。『オン 
ラインマニュアル』の 「 Q & A 集」には、このほか 
にち、トラブルび発生した場合の解決方法を説明し 
ています。『オンラインマニュアル』の起動方法は、 
「1章已画面で見るマニュアル」を参照してくださ 
い。 
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1 Q&A 集 


2 rdynabook . com 」 の「よくある質問 （ FAQ )」 
を調べる 

インターネットに接続できるときは、東芝 PC 総含 
情報サイト rdynabook . comj でヴポート情報を 
見てください。お問い含わせのをい質問や最新の 
日 SlA び掲載されています。 

サポートヴイトの説明を読んでちトラブルび解決し 
ない場合は、お問い合わせ専巧フオームか5質問 
メールを出すことちでをます。 

3それでもトラブルが解決しない場合は問い合わ 
せる 

次の1^を参照してください。 

IIE ^ パソコン本体のトラブルの場合は、『東芝 PC ヴポー 
^ 卜のご案内』で必要事項を確認のラえ、東芝 PC あ 
んしんヴポートに連絡してください。 


IIEm 日 S やアプリケーンヨンのトラブルの場合は、各ア 
r プ IJ ケーシヨンのサポート窓□にお問い合わせ<だ 
さい。 

日 S やアプリケーンヨンのお問い合わせ先 
『取扱説明書』 


IIE ^ 周辺機器のトラブルの場合は、各周辺機器のヴポー 
^卜窓口にお問い合わせください。 

綱臟の剛い合わせ先 
『周辺機器に付属の説明書』 



宜パソ n ンの動作がおかしいとさは 









I_ 

^3 システム回復オプションについて 


本製品には、「システム回復オプション」び用意されています。「システム回復オプション」とは、 Windows び正常に起動 
しなくなった場合に、問題を解決して起動でをるよラにするメニューび集まったちのです。 

1 電源を入れる 

2 製品□ゴが表示された5、メニューが表示されるまで@キーを数回巧ず 

各種パスワードを設定している場をは、パスワードの入力をラなびす^ッセージび表示されまず。パスワードを入力し 
て 〔 ENTER ] キーを押してください。そのあとすぐに、にを]キーを再び数回巧してください。 

「詳細ブートオプション」び表示されます。 

3 [コンピューターの修復]を選択し、 [ ENTER ] キーを巧ず 

キーボードの選択画面び表示されます。 

4 [日本語]を選択し、[次へ]ボタンをクリックずる 

□グオン画面び表示されます。 

5 ユーザー名を選択し、 Windows □グオンパスワードを入力ずる 

6 [ OK ] ボタンをクリックずる 

「システム回復オプション」び起動します。 

•スタートアップ修復 

システムファイルの不足や破損など、 Windows の正常な起動を妨げる可能性のある問題を解決し、正常に起動でき 
るよラにします。 

• システムの復元 

システムファイルを正常に機能していた曰時の状態に復元ずることびでさます。 

• システムイメージの回復 

政前に作成したシステムイメージを使用して、コンピューターを回復します。 

システムイメージの詳細は、 『 Windows ヘルプとサポート』を参照してください。 

• Windows 方モリ診断 

^モリび正常に機能しているかどラかを確認します。 

•コマンドプロンプト 

コマンドプ□ンプトに切0誓えます。 

• TOSHIBA Recovery Wizard 、 または TOSHIBA Recovery Tools 

リカごリー（再セットアップ）^ニューと、棟芝ファイルレスキュー」（東芝ファイルレスキュー搭載モデルのみ） 
を表术します。 

7 使いたいメニュー名をク U ックずる 

このあとの操作は、メニューによって異なります。表おされた画面の指示に従って操作してください。 
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3 章 


買つたときのが態に戻すには - U*AU — 

この章では、パソコンの動作がおかしくなり、いろ 
いろなトラブル解消方法では解巧できないときに行 
ラ r リカバリ ー J について説明していまず。リカバリー 
を行ラことでシステムやアプリ ケーシ ヨンを購入時 
の状態に復元できまず。作成したデータなどが消去 
されまずので、よく読んでか5行ってください。 


1 リカパ' U- とは 36 

2 データの バックアップをとる 

~ Windows び起動しないとき~ 39 

3 リカバ U-= 再セットアップをする 43 

4 リカパ' U- をしたあとは 已〇 

5 プレインスI-―ルのアプ U ケーシヨンを 

再インス!ルする 已吕 











リヵバリ-とは 


u カバ u —（再セットアップ）とは、お客様び作成したデータや、購入後にインス!-ールしたアプ U ケーシヨン、現在の設 
定などをすべて削除し、ちラー度ご購入時の状態に復元する作業です。 

U カバ U —をすると八ードディスク内に保存されているデータ（艾書ファイル、画像-映像ファイル、メールやアプ U ケー 
シヨンなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットやールの設定、 Windows □グオンパスワードなど）ち 
購入時の状態に戻る、つま0何ち設定していない状態になります。 

一度 U カバ U —を始めると、途中で中止したり、パソコンの電源を切ることはでさません。 

1」カバ U —には時間びかかりますので、時間のを格をちって行ってください。 

八ードディスクドライブからのリカバリーには、約2〜を已時間かかります。 U カバ U —メディアからの U カバ U —は、さ 
5に1時間程度長くかかります。 

次のよラな場合で、どラしてち改善する方法びないとさに U カバ U —をしてください。 

•パソコンの動作び非常に遅くなった 
• 周辺機器び使えなくなった 

•八ードディスクにあるシステムファイルを削除してしまった 

•コンピューターウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除でさない*1 

•パソコンの調子びおかしく、いろいろ試したび解消でさない 

♦東芝 PC あんしんサポートに相談した結果、「1」カバ U — び必要」と診断された 

* ] ウイルスチェックソフトび正常に起動できない場合など、状態によってはウイルスチェックびできない場合びあります。 



•市販のソフトウェアを使用してパーティションの構成を変更すると、リカバリーびできなくなることびあります。 


ぶすメモ 

• リカバリーは、ユーザー権限にかかわ 5 ず、誰でも実行でをます。誤ってほかの人に U カバ U —を実行されないよラ、ユー 
ヴーパスワードを設定しておくことをおすすめします。 

ユーヴーパスワード『オンラインマニュアル』 

•購入時にプレインストールされていたアプ U ケーシヨンやドライバーを誤って削除してしまった場合は、[スタート]ボ 
タン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インストール]を行ラことをおすすめします。 

r 本章日プレインストールのアプ U ケーシヨンを再インストールする」 

それでも解消できない場合に U カバ U —を巧ってください。 
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1 リカバリーとは 


D リカバリーをする前に確認すること 


パソコンの動作がおかしいと感じたとを、なの方法を実行してみてください。 U カバ U - をしなくてち、状態び改善される 
場合びあります。次ので法をすべて試してみてち状態び改善されない場合に、 U カバ U — を実行してください。 


m ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する^^^^^ ■ 

ウイルスチェックソフトを使って、ウイルスに感染していないかどうかを確認してください。ウイルスび検出された5、ウ 
イルスチェックソフトで駆除でさます。その隙、ウイルス定義ファイル（パターンファイル）は、最新のものに更新してお 
いてください。場含によっては、ウイルスチェックソフトで駆除できないウイルスもあります。そのときは、リカバリーを 
実行してください。 


[21 七ーフモードで起動できるか実行してみる 

Windows び起動できないときは、セーフモードで起動してみてください。セーフモードでは、最低限の機能で Windows 
を起動させることびでさます。 

起動方法については、『取扱説明書』を参照してください。 

セーフモードで起動でをた場合は、リカバ U — をする前に、東芝 PC あんしんサポートにご相談ください。 


^周辺機器をすべて取りはずし、再度確認ずる 

^モ U や us 目対応機器など、購入媛に追加で増設した機器び障害の原因となっている場合びあります。それ5を取りはず 
してか5、再起動して、動作を確認してみてください。また、電源関連のトラブルの場合は、バッテ U — をいったん取りは 
ずし、再度取0付けてか5起動し直してみてください。 

機器の取0はずし『取扱説明書』『オンラインマニュアル』 


m ほかのトラブル腺肖方法を探す 

パソコンの調テびおかしいと思ったときは、に章] Q & A 集」や、『オンラインマニュアル』の「パソコンの動作びおかし 
いときは」を確認してください。いろいろな解消方法を紹介しています。 

また、「2章2システム回復オプションについて」で、 Windows び正常に起動しなくなった場含に使用する「システム回 
復オプション」の説明をしています。 

それでち解消でさないとさに、 U カバ U —をしてください。 


^システムの復元でな前の巧態に復元する 

「システムの復元」は、パソコンに問題が発生したとさに、個人用のデータを失わずにパソコンを前の状態に復元するた 
めの機能です。 

詳しくは、 『 Windows ヘルプとサポート』を参照してください。 


) リカバリーをはじめる前にしてお<こと 


U カバリーをはじめる前に、次の準備と確認を行ってください。 


] 準備するちの 


>『セットアップガイド』（本書） 

>『取扱説明書』 

>き末のリカバリー（再セットアップ）チェックシートをコピーしたもの 
>リカバ U — ディア（あ5かじめ作成してあるリカバリーディアか51」カバ U —する場合） 

>リカバ U — DVD-ROM (付属しているモデルの場合） 

:ドライブを搭載していないモデルで、 DVD の IJ カバ U- メディアや付属のリカバ U-DVD-ROM を使巧する場含、が付けの DVD ドライ 
プ（東芝製オプション）び必要です。 
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買ったときの状態に戻すには—リカバリ II 
























の がちなデータのバックアップをとる - 

U カバ U —をすると、購入後に作成したデータやインストールしたアプ U ケーシヨンなど、八ードディスクに保存していた 
内容は削除されて、設定び初期化されます。次のよラなデータは削除されますので、巧能な場合は、記録^ディアに D / 
DVD や US 巨フラッシュメモ U など）にバックアップをとってください。 

* ドライブを搭載していないモデルで CD/DVD にバックアップをとる場合、外付けの CD/DVD ドライブ（東芝製オプション）び必要です。 


•[ドキュメント](または[マイドキュ^ント])、[ピクチャー](または[マイピクチャー])などのデータ 

•購入後にデスクトップに保存したデータ 

• Micros 日 ft Internet Explorer ® [お気に入り]のデータ 

•メール送受信データ 

•メールアドレス帳 

•プレインス I -ールされているアプリケーションのデータやファイル 
•購入體にインス I -ールしたアプ U ケーションのデータ 
•購入體に作成したフオルダーとファイル 

また、 U カバ U — 後も現在と同じ設定でパソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておいてください。 

ただし、八 ー ドディスクを フオー マットしたり、システムファイルを削除した場合や、電源を入れてちシステムび起動しな 
くなってからでは、バックアップをとることびできません。また、1」カバ U - を行ってち、八ードディスクに保存されてい 
たデータは復元でをません。 

【東芝ファイルレスキューについて】 

* 東芝ファイルレスキュー搭載モデルのみ 

システムび起動しない場含でも、 r 東芝ファイルレスキュー」を使って、データのバックアップびできる場合びあります。 

東芝ファイルレスキュー r 本章2データのバックアップをとる」 

バックアップは、普段から定期的に行っておくことを推奨します。 


国：アプリケーションのセットアップ用メディアを確認する 

購入後に追加でインス!-ールしたアプ U ケーション、プリンターなどの周辺機器のドライバーは、 U カバ U —禮に再度イン 
ストールする必要びあります。 

これらをインストールするためのディア （ CD など）び、お手元にあることを確認してください。 

また、アプ U ケーシヨンによっては、 ID 番号などび必要です。あ5かじめ確認してください。 


m 各種設定を確認する---- 

インターネットや LAN の設定、 Windows □グオン時のアカウント名などの設定項目を、^モなどに控えておいてくださし、。 
ウイルスチェックソフトなど、有料で購入した認証キーなどびセットアップ時に必要なアプ U ケーシヨンは、それ5の番号 
を控えておいてください。確認方法は各アプ U ケーシヨンのヘルプやお問い合わせ先にご確認ください。 


rsi 音量を調節する- - ---- 

U カバ U - 後、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節はでさません。 

あ5かじめ音量を調節してください。巧の + 1 TSC ] キーを使って、本体のスピーカーやへッドホンの音量をミュート（消音) 
にしている場合は、もラー度圧狂)+拒をご]キーを巧して元に戻しておいてください。 

Ei ： 無線通信機能が ON であるか確認する- 

* 無線通信機能搭載モデルのみ 

無線通信機能び日 N であることを確認してください。 

日 N になっていない場含は 、 LMJ + じを J キーを巧して、無線通信機能を日 N にしてください。 

ワイヤレスコミュニケーションスイッチ搭載モデルは、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチび日 n 側にスライドされて 
いることを確認してください。 


m 周辺機器や増設メモリを取りはずす - 

プリンター、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは取りはずしてください。また、購入後に追加で増設した方モ U ち取 
りはずしてください。このとき、パソコン本体の電源を切ってか5行ってください。 

機器の取0はずし『取扱説明書』『オンラインマニュアル』 
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ノ 


データの バックアップをとる 

〜 Windows が起動しないとを〜 




>パソコンを人に讓るときなどに、八ードディスクドライブの内容をすべて消去すると、「システム回復オプション」は消 
まされ、「東芝ファイルレスキュー」は使用できなくなります。 

>本ソフトウェアは、八ードディスク上のすべてのファイルの救助、復元を保証するものではありません。 

当社は、いかなる場合においてち、本ソフトウェアの使用によって生じたデータの損害についていっさいの責任を負わな 
いちのとします。 

>八ードディスクび破損している場合、または、八ードディスク上のファイルび破損している場合は、救助、復元すること 
びでさません。 

> I ■東芝ファイルレスキュー」は、日 S び起動しないときに、八ードディスク上のファイルを別の保存用記録メディアへ退避 
するためのものです。その他の用途では使用しないでください。 

>データを救助するとき、データ保を用の記録ディアは、パソコンの電源を入れる前にセットしてください。電源を入れ 
たあとにセットすると正しく謡、識されないことがあ0ます。 

>プ□グラムファイル、またはプ□グラム巧のデータファイルを救助してわ、復元後に正常に動作することを保証でをません。 
►著作権保護、またはコピープ□テクションによって保護されたファイルを救助しても、復元樓に正常に動作することを保 
証でさません。 

►システム属性を持つファイル、および、暗号化されたファイルは救助できません。暗号化された八ードディスクか5は、 
救助できません。これ5の救助でさないファイルは、救助対象を選択、または、確認する一覧の中に表示されません。 

>データを救助するとをはすべてのユーヴーのユーヴーデータを一度に救助することびできますび、データを復元するとき 
は一回の復元実行によって一つのユーヴーアカウント分のデータだけを復元します。復元したファイルは、復元処理を実 
行したユーヴーアカウントの所有ファイルとなります。 

ファイルの所有ちとなるユーヴーアカウントで n グオンし、復元処理を実行してください。 

>復元実行中にス U —プ/休止状態へ移行する操作を行わないでください。 

>データ保存用の記録メディアとして CD / DVD を使用するときは、データを確実に救助するために、新しい記録^ディア 
を使用することをおすすめします。 


データの救助用に使用でをる記録メディア 


「東芝ファイルレスキュー」では、記録メディアにデータの救助を行います。使巧できる記録メディアは、次のとおりです。 

• US 目接続型などのが付け八ードディスクドライブ 

• US 巨フラッシュメモ U 

• CD/DVD (本製品のドライブ =* *=1 または外付けの CD / DVD ドライブ〔東芝製オプション）を使用 

• ] ドライブ搭載モデルのみ 
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安東芝ファイルレスキュー搭載モデルのみ 

「東芝ファイルレスキュー」を使ラと、 Windows び起動しなくてち、データのバックアップ=救助（レスキュー）をするこ 
とびでさます。 

Windows び起動せず、 U カバ U - をしなくてはならない場をなどは、「東芝ファイルレスキュー」を使って、あらかじめデー 
夕を救助しておいてください。 



買つたときの状態に戻すには—リカバリ II 











□□ データをが田]する 


1 救助するデータの保を巧となる記録メディアをパソコンにセットずる 
2 電源を入れる 

3 製品□ゴび表示された6、メニューび表示されるまで f をキーを数回巧ず 

各種バスワードを設定している場合は、バスワードの入力をうなびすメッセージび表示されます。バスワードを入力し 
て [ ENTEFp キー对甲してください。そのあとすぐに、 CE を]キーを再び数回巧してください。 

「詳細ブートオプション」び表示されます。 

4 [コンピューターの修復]を選択し、 [ ENTER ] キーを巧ず 

キーボードの選択画面び表示されます。 

5 [日本語]を選択し、[次へ]ボタンをクリックずる 

□グオン画面び表示されます。 

6 ユーザー名を選択し、 Windows □グオンパスワードを入力し、 [ OK ] ボタンをクリックずる 

管理ちユーヴーのアカウントで□グオンすることをおすすめします。 

回復ツールの選択画面び表示されます。 

7 [TOSHIBA Recovery Tools ] をクリックずる 

ツールの選択画面び表示されます。 

8 [TOSHIBA File Rescue ] を選択し、[次へ]ボタンをクリックずる 

「東芝ファイルレスキュー」び起動します。 

9 「巧責事項」と r 使用上のごま意」を確認し ①、 同意される場合は、[はい、同意しまず。]を選択し 霞、 [次 
へ]ボタンをクリックずる 感 

同意しないと、操作を先に進めることはでさません。 



の 


I ② 


I ③ 


救助データを選択する画面び表示されます。 

10 救助ずるデータを確認し、[次へ]ボタンをクリックずる 

•何もしないで[次へ]ボタンをク U ックすると、すべてのユーザーのユーヴーデータを救助します。 

ユーヴーデータとは、[コンピューター]-八ードディスクドライブ（じ） - [ユーヴ ー] 巧の各ユーザー名のフオルダー 
に保をされるファイルやフオルダーです。 「ユーヴー名」フオルダーにはアドレス帳やお気に入0などのデータび保 
存されています。ユーザーデータの内容は、[救助データの 一覧] で確認してください。 

♦救助するファイルやフオルダーを、任意に指定したい場合は、「役立つ操作集」を参照してください。 

救助データの保を先を指定する画面び表示されます。 
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11 救助データの保を先を指定し、[次へ]ボタンをクリックずる 

か付け八ードディスクドライブまたは US 目フラッシュメモリの容量び足0ない場合や、記録ディアを何ちセットし 
ていない場合などは、ホい字で方ッセージび表示されます。 

メッセージに従って、適切な記録メディアを選択してくださし、。 

救助データの確認画面び表示されます。 

12 救助ずるデータと保を巧を確認し、[実行]ボタンをクリックずる 

データの救助を開始する方ッセージが表示されます。 

13 [0 K ] ボタンをクリックずる 

データの救助の進抄状況を示す画面び表示されます。救助には、長時間かかることびあります。必ず電源コードを接続 
した状態でご利用ください。 

救助中は保存先の記録メディアを取りはずさないでください。 

データの救助び完了すると、完了画面び表示されます。 

14 が要に応じて[救助結果]ボタンや[復元手順]ボタンをクリックし、最後に[完了]ボタンをクリック 
ずる 

•[救助結果]ボタンをク U ックすると、ファイル単位で救助の結果を表示します。 

このとさ、ファイルび壊れているなどの理由で救助でさなかったデータびあると、そのファイル名の左にホい「 X 」 
び表示されます。 

•[復元手順]ボタンをクリックすると、救助データを復元する手順を表示します。 

[完了]ボタンをク U ックすると、電源び切れます。 

引き続き、 U カバ U - を行う場含は「本章3 U カバ U -= 再セットアップをする」を参照してください。 

標準ユーヴーのアカウントでデータを復元するときは管理者ユーヴーの認証び必要になりますので、 U カバ U —をした 
あとは、必ず Windows セットアップで Windows □グオンパスワードを設定してください。 

Wind 日 WS セットアップ「1章3 Windows セットアップ」 

が助したデータを復元する --- —J 

「東芝ファイルレスキュー」で救助したデータの復元方法は、次のとお0です。 

1パソコンの電源を入れ、 Windows を起動ずる 

このとさ、データを復元したいユーヴーアカウントで□グオンして<ださし、。 

2 データを保巧した記録メディアをパソコンにセットずる 

3 [スタ—卜]ボタン（@)一 [コンピューター]をクリックし、記録メディアのドライブのアイコンを 
ダブルクリックずる 

4 riFRescueJ ファイルをダブルクリックずる 

標準ユーザーのアカウントで復元プ□グラムを実行するとをは、管理者ユーヴーの認証び必要です。 

セットした記録メディアに、救助したファイルび複数を在する場含は、手順己へ進んでください。救助したファイルび 
1つの場合は、手順日へ進んでください。 


2 データのバックアップをとる 〜 Windows び起動しないとき〜 


お立つ操作集 

广 "N 

救助ずるファイルやフォルダーを任意に指定したい場合 

救助するファイルやフォルダーを任意に指定するには、次のよラに操作してください。 

①手順1日で、[任意のファイルやフォルダーを手動で指定する]にチェックを付け、[次へ]ボタンをク U ックする 
©救助したいファイルやフォルダーにチェックを付け、[次へ]ボタンをク1」ックする 
削^は、手順1 ] から操作してください。 

V J 


買つたときの状態に戻すには—リカバリ II 








5 復元ずるファイルを選択し、 [0 K ] ボタンをクリックずる 

ファイルの名称は、 [ TsalJ のあとび、年号/月日/時分秒を示す数字となっています。これは、救助を行った日時で 
すので、よく確認して復元したいファイルを選択してくださし、。 

[よラこそ]画面び表示されます。 

6「巧責事項」と r 使用上のご注意」を確認し①、同意される場合は、[はい、同意しまず。]を選択し⑤、[次 
へ]ボタンをクリックずる感 

同意しないと、操作を先に進めることはでさません。 



I ① 


I ③ 


圆 


復元データを指定する画面び表示されます。 

7復元したいユーザーデータを選択し、[次へ]ボタンをクリックずる 

復元データの確認画面び表示されます。 

8復元ずるデータを確認し、[実行]ボタンをクリックずる 

メッセージび表示されます。 

9 [0 K ] ボタンをクリックずる 

データ復元の進抄状況を示す画面び表示されます。 

復元び完了すると、データ復元完了の画面び表示されます。 

10必要に応じて[復元結果]ボタンをクリックし、最後に[完了]ボタンをクリックずる 

[復元結果]ボタンをク U ックすると、ファイル単位で復元結果を表示します。 

パソコンの八ードディスク内のどこに復元されたかを確認することびできます。 

ぶすメモ 

•復元データと同じファイルび復元先にある場合、復元データのファイル名の先頭に「_ (アンダーバー)」び付さます。 
• ユーヴーデータ1；(がの任意のファイルやフォルダーを救助して復元した場含、次の場所に保存されます。 

•救助時に八ードディスクドライブ（じ）に保存されていたデータ 
:「じ¥ユーヴー¥ [ユーヴー名のフォルダー]¥仁」の中 
•救助時に八ードディスクドライブ （□:) に保をされていたデータ 
:「じ¥ユーヴー¥ [ユーヴー名のフォルダー]¥□」の中 
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リヵバリ- = 酌ットァップをずる 

本製品をリカパ ’ U —する方法について説明します。 

1」カバリーは、ユーヴー権限にかかわらず、誰でも実行できます。 


D い<つかあるリカバリー方法 


U カバリーには、次の方法があります。 

•八ードディスクドライブか5 U カバ U - をする 
•作成した U カバ U —メディアか5リカバリーをする 

•付属のリカバリー DVD - R 日 M か 5 U カバ U —をする（付属しているモデルのみ） 

通常は八ードディスクドライブか5リカバリーをしてください。 

作成したリカバ U —^ディアや、付属の U カバ U — DVD - R 日 M からの U カバ U - は、八ードディスクドライブのリカバリー 
(再セットアップ） ツール （システムを復元するためのちの）を消してしまったり、八 ー ドディスクから U カバ U - びでを 
なかった場含などに行ラことをおすすめします。 

U カバ U — DVD - R 日 M び付属してないモデルの場を、 U カバ U —メディアは、あ5かじめ作成しておく必要びあります。 

「1章目 U カバ U - メディアを作る」 

ぶるメモ 

•日 ffice 搭載モデルを、付属のリカバリー DVD - R 日 M からリカバリーした場合は、 U カバ U - 樓に日 ffice 製品を再インス 
卜ールする必要びあります。 

「本章 4-® 日 ffice 製品の再インス I ルとライセンス認証」 

1 U カバ U - メ ニュー について _ 

次のメニューのなかか 5 U カバ U —方法を選択することびでさます。あ5かじめ U カバ U —方法を決めておくとスムーズに 
操作でさます。 

■ご購入時の状態に復元 ■ 

八ードディスクをパソコンを購入したとさの状態に戻し、購入時の状態に復元します。購入後に作成したデータや設定など 
はすべて消去されます。 

■パーティションサイズを変更せずに復元 ■ (推奨） 

現状のパーティションの構造を保ったままシステムを復元します。八ードディスクドライブ（じ）に保存されていたデー 
夕は消去され、購入時の状態に戻0ますび、その他のドライブに保存されていたデータは、そのまま残ります。ただし、 

目 I 日 S 情報やコンピューターウイルスなどの影響でデータび壊れている場含、八ードディスクドライブ（じ）し^がの領域に 
あるデータび使えないことびあります。 

■ノ ーティションサイズを指定して復元 ■ 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを指定して復元します。八ードディスクドライブ（じ）かの八ードディスクドラ 
イブのパーティションは消去されるため、リカバリー媛、パーティションの再設定び必要です。購入後に作成したデータや 
設定などはすべて消去されます。 

ぶすメモ 

♦どのメニューを選択してち、八ードディスクドライブ（じ）には購入時と同じシステムび復元されます。 


買つたとさ装態に f には IU カバリ II 
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(D J \- ドディスクか 6 リカバリーをする 


為..が…— 

• リカバリーは、ドライブにメディアをセツトしていない状態で実行してください。ドライブにメディアびセツトされてい 
ると、エラーになる場合びあ0ます。 


ここでは、「八’ーティシヨンサイズを変更せずに復元」するち巧を例にして説明しまず。 

1 パソコンの電源を切る（シャットダウン） 

2 AC アダプターと 電源 コー ドを接続ずる 

3 キーボードの担](ゼロ）キー(かな入力の@キー)を巧しなが5電源スイッチを巧し、製品□ゴび 
表示された S 指をはなず 

* テンキー搭載モデルの場合、テンキーの©(ゼ〇)キーからは1」カバ U —で击ません。 

各種パスワードを設定している場をは、パスワードの入力をラなびすッセージび表示されます。パスワードを入力し 
て! ; ENTER ] キーを押して< ださし、。 

メッセージ画面び表示されます。 

•0 S のタイプを選択ずる画面が表をされた場合 
どち5の日 S タイプに復元するかをチェックし、[次へ]ボタンをクリックしてください。 

4 画面の內容を確認し、[はい]ボタンをクリックずる 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

5 [巧]期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または讓渡する場含など、個人情報漏えいを防ぐために、八一 
ドディスクのデータを完全に消まするためのものです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスク上 
にある、 U カバ U — ツールの 領域!;<(がのすべてのデータび削除されます。 

「4章 1-2 八ードディスクの内容をすべて消去する」 


6 [パーティションサイズを変更せずに復元]をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

ほかのメニューを選択する場合については、次を参照してください。 

-[ご購入時の状態に復元] : P .4 已 

•[パーテイシヨンサイズを指定して復元]: P .46 


• r パーティションヴイズを変更せずに復元」の意巧と動作 

すでに八ードディスクの領域を分割している場合などに使用します。八ードディスクドライブ（じ）びリカバリーさ 
れ、それがの領域のデータはそのまま残ります。 


リカパ‘リー 




一 

一 

— 

、 一 

ドライブ（じ）- 

一 一 

ドつイブ （D(E、F...):r 


システム回復 
’オプション領域 

.作成データ* 
設定は消去 


作成 データは 
保持 


八ードディスクドライブ（じ）にあたる領域は、作成 
したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプリ 
ケーシヨンなどびすべて消去され、ご購入時のシステ 
ムやアプ U ケーシヨンび復元された状態になります。 


* 上図は一例でず。リカバリー時の八ードディスクドライブのパーティションの状態は、モデルや設定により異なります。 


r 先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表示されます。 


ぶ3 メモ 

• U カバリーツールとシステム回復オプションの領域び確保されているため、八ードディスクの1日0%を使用することは 
でさません。 
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3 リカバリー = 再セットアップをずる 


8 


[次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

[次へ]ボタンをク1」ックすると復元び実行され、[パーティションを初期化しています。しば5くお待ちください。] 
画面び表示されます。 

長い時間表示される場合びありますび、画面び切り誓わるまでお待ちください。 

復元中は、 U カバ U — の経過に従い、画面び変わります。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをクリックずる 

システムび再起動し、[しば5くお待ちください。]画面び表示されます。 

ここか5なの手順の [ Windows のセットアップ]画面び表示されるまで、約]〜1.已時間かかります。この間 、乂ッ 
セージび表示された0、システムび自動的に再起動したりしますび、何ち操作する必要はあ0ません。 [ Windows のセッ 
トアップ]画面び表示されるまで、お待ちください。 

また、この間は絶対に電源を切らないでくださし、。 

9 Windows のセットアップを行う 

詳細について「1章3 Windows セットアップ」 

I その他のリカバリーメ ニュー について _ 

「本節 ( DA - ドディスクか 5 U カバ U - をする」の手順日の[初期インス I -ールソフトウエアの復元]画面の、[パーティショ 
ンサイズを変更せずに復元]松がのメニューの意味と動作は次のよラにな0ます。 

■ご購入時の状態に復元 ■ 

パソコンを購入したときの状態に戻します（モデルによって、ご購入時のパーテイシヨンの状態は異なります)。 


リカバリー 



■***^ 

、 一 

システム回復 
オプション領域 

一 

一 一 


一 

ドライプに:）- 

作成データ’ 
設定は消去 




作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U ケー 
シヨンなどびすべて消去され、ご購入時のノくーテイシヨン、 
システム、アプ U ケーシヨンび復元された状態にな0ます。 


* 上図は一例です。 U カバ U —時の八ードディスクドライプのパーティションの状態は、モデルや設定により異なりまず。 

手順色では、[ご購入時のが態に復元]をチェックして[次へ]ボタンをクリックしてください。「八ードディスクの内容は、 
すべて消まされます。」といラメッセージび表示されます。 
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真買ったときの状態に戻すには—リカバリ II 
















AC アダプターと 電源 コー ドを接続ずる 

リカバリーメディアをセットして、パソコンの電源を切る（シャットダウン) 

U カバ U —方ディアび複数枚ある場合は、「メディア1」か5セットしてください。 

US 目フラッシュメモリの場合は US 目コネクタに差し込んでください。 


3電源スイッチを巧し、製品□ゴが表示されている間 口 F 1 2悼 一を数回巧ず 
または、 

f に悼 一を巧しなが5電源スイッチを巧し、製品□ゴが表示された5指をはなず 

各種パスワードを設定している場をは、パスワードの入力をラなびすメッセージび表示されます。パスワードを入力し 
て f entefO キーを押して < ださい。 


■ノ ティシヨンサイスを指定して復元 ■ 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）政がの領域区分（パーティシヨン）は消まされ、1つの領域になります。この領域はそのま 
まではドライブとして認識されず、使用することはでさません。 U カバ U - 禮、「コント□-ルパネル」の「ディスクの管理」 
か5再設定を行ラと、再びドライブとして使用できるよラになります。 

ディスクの管理 r 本章4-① -1 パーティシヨンを設定する」 

U カバ U —を行ラと、作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去され、ご購入 
時のシステムやアプ U ケーシヨンび復元された状態になります。 


リカバリー 


システム回復 
オプション領域 

-— I ―〜 


ドライブに:） 


システム回復 
オプション領域 



ドライブ（じ）の 
サイズ変更び 
でをる範西 


作成:7-夕 • 

設定は消ま 



リカバリー後、 

ノ くーテイシヨンの 
再設定び必要 


* 上図は一例です。リカバ U —時の八ードディスクドライプのパーティションの状態は、モデルや設定により異なりまず。 

手順色では、次の操作を行ってください。 

①[パーティションサイズを指定して復元]をチェックする 

③に：ドライブのサイズ]をクリックしてパーティション（八ードディスクドライブ（じ））のサイズを指定する 
③[次へ]ボタンをク U ックする 

「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラ^ッセージび表示されます。 


回 


U カバリーメディアか6リカバリーをする 


* ここでは、 U カバ U —メディアを使用した場ちについて説明します。 

が付けの DVD ドライブ（東芝製オプション）を使用して、 DVD のリカバリーメディアや、付属のリカバリー DVD - R 日 M (付 
属しているモデルのみ）で U カバ U - する場含は、あ5かじめ DVD ドライブを接続してください。 

接続方法 『 DVD ドライブに付属の説明書』 


U カバ U - DVD - R 日 M び付属していないモデルの場合、 U カバ U - 
「1章目 I 」カバ1」-メディアを作る」 


-メディアは、あらかじめ作成しておく必要びあります。 


12 
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3 リカバリー = 再セットアップをずる 


4表示されたアイコンまたはメニューの中か目 EX 3 キーまたは mo ] キーで起動ドライブを選択し、 
た|\|干^ キーを巧ず 

選択する項目は、次のよラになります。 

本製品のドライブ ：ドライブを示す項目 （[ ODD ]、[ CD / DVD ] など） 

* ドライブ搭載モデルのみ 

か付けの DVD ドライブ： DVD ドライブを示す項目 （[ CD / DVD ]、[ USB ]、[ US 目 CDR 日 M]、[USB ODD ] など) 
US 巨フラッシュメモ U : US 巨フラッシュ^モ U を示す項目 （[ USB]、[USB Memory ] など） 

メッセージ画面び表示されます。 

•「 TOSH 旧 A Recovery Wizard 」 か「システム回復オプション」かを選択する画面が表おされた場合 
[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし、炊へ]ボタンをク U ックしてください。 

メッセージ画面び表示されます。 

[システム回復オプション]には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブルやデータ保護に対応したメニュー 
び用意されています。詳しくは、「2章2システム回復オプションについて」を参照してください。 

•0 S のタイプを選択ずる画面が表示された場台 
どち5の日 S タイプに復元するかをチェックし、[なへ]ボタンをクリックしてくださし、。 

5画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックずる 

[復元ち法の選択]画面び表示されます。 

6 [ネ刃期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲渡する場合など、個人情報漏えいを防ぐために、八一 
ドディスクのデータを完全に消去するためのをのです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスク上 
にある、すべてのデータび削除されます。 

「4章 1-2 八ードディスクの内容をすべて消まする」 

7 [パーティションサイズを変更せずに復元]をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

ほかのメニューを選択する場合については、次を参照してください。 

-[ご購入時の状態に復元] : P .48 

•[パーテイシヨンサイズを指定して復元]: P .49 


• r パーティションヴイズを変更せずに復元」の意昧と動作 
すでに八ードディスクの領域を分割している場合などに使用します。 
れ、それしソがの領域のデータはそのまま残ります。 


八ードディスクドライブ（じ）びリカバリーさ 


リカバリーメディア 


リカ八‘リー 


システム回復 
オプション領域 



八ードディスクドライブ（じ）にあたる領域は、作成 
したデータ、設定した項目、インストールしたアプ U 
ケーシヨンなどびすべて消まされ、ご購入時のシステ 
ムやアプ U ケーシヨンび復元された状態にな0ます。 


ドラィブ。 ( E 、 F ...):)^ j —達質了-ノ【み 
、リカバリーツール] 

* 上図は一例です。I」カバ U —時の八ードディスクドライブのパーティションの状態は、モデルや設定により異なります。 

「先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表示されます。 

ぶるメモ 

• リカバリーツールとシステム回復オプションの領域び確保されているため、八 ー ドディスクの1日0%を使用することび 
でさません。 
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買つたときの状態に戻すには—リカバリ II 

























8 [次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

[次へ]ボタンをク1」ックすると復元び実行され、[パーティションを初期化しています。しば5くお待ちください。] 
画面び表示されます。 

長い時間表示される場合びありますび、画面び切り誓わるまでお待ちください。 

復元中は、 U カバ U —の経過に従い、画面び変わります。 

* 最初に[コピーしていまず。]画面び表おされる場合びあります。 

長い時間表おされる場合をありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

U カバ U —方ディアび複数枚ある場合、画面の指示に従って入れ誓えてください。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

9 リカバリーメディアの種類により次の操作を行う 

♦ DVD の場合 

① [終了]ボタンをクリックずる 
自動的にディスクトレイび開さます。 

② U カバ U —メディアを取り出ず 

• US 己フラッシュメモ U の場合 

① US 目フラッシュ^モ U を取りはずす 

③ [終了]ボタンをクリックする 

システムび再起動し、[しばらくお待ちください。]画面び表示されます。 

ここか5次の手順の [ Windows のセットアップ]画面び表示されるまで、約]〜1.巳時間かかります。この間、メッ 
セージび表示された0、システムび自動的に再起動したりしますび、何ち操作する必要はあ0ません。 [ Windows のセッ 
トアップ]画面び表示されるまで、お待ちください。 

また、この間は絶対に電源を切らないでくださし、。 

10 Windows のセットアップを行う 

詳細について「1章3 Wind 日 WS セツトアップ」 


1 その他のリカバリーメニューについて _ 

r 本節③ U カバ U - 方ディアか 5 U カバ U —をする」の手順7の[初期インストールソフトウエアの復元]画面の、[パーティ 
シヨンサイズを変更せずに復元]がのメニューの意昧と動作は次のよラになります。 


■ご購入時の状態に復元 ■ 

パソコンを購入したとさの状態に戻します（モデルによって、ご購入時のパーティションの状態は異なります)。 


リカパ‘リー 


リカパリー 
メディア 



一 一 

一 

一 


ドライブに:） ' 



システム回復 
‘オプション領域 


I 作成::》—夕 • 
設定は消去 


作成したデータ、設定した項目、インストールした 
アプ1」ケーシヨンなどびすべて消去され、ご購入時 
の八 D — テイシヨン、システム、アプ1」ケーシヨンび 
復元された状態になります。 


ツールの復元1 


* 上図は一例です。リカバ U —時の从ードディスクドライプのパーティションの状態は、モデルや設定により異なります。 

手順7では、[ご購入時の状態に復元]をチェックして[次へ]ボタンをクリックしてください。「八ードディスクの巧容は、 
すべて消まされます。」といラメッセージび表示されます。 
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3 リカバリー = 再セットアップをずる 


■ノーティシヨンサイスを指定して復元 ■ 

A — ドディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）政がの領域区分（パーティシヨン）とリカバリーツールの領域は消まされ、1つの領域にな 
0ます。この領域はそのままではドライブとして認識されず、使用することはできません。 U カバ U —禮、「コント□ール 
パネル」の「ディスクの管理」か5再設定を行うと、再びドライブとして使巧できるようになります。 

ディスクの管理 r 本章4-① -1 パーティシヨンを設定する」 

U カバ U —を行ラと、作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去され、ご購入 
時のシステムやアプ U ケーシヨンび復元された状態になります。 


U カバリーメディア 



作成::》—夕 • 
設定は消去 


* 上図は一例です。 U カバ U —時の八ードディスクドライプのパーティションの状態は、モデルや設定により異なります。 

手順7では、次の操作を行ってください。 

①[パーティションサイズを指定して復元]をチェックする 

③に：ドライブのサイズ]をクリックしてパーティション（八ードディスクドライブ（じ)）のサイズを指定する 
感[次へ]ボタンをク U ックする 

「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示されます。 



買つたときの状態に戻すには—リカバリ II 


が 





















リカ/ vu - をしたあとは 


購入後に変更した設定びある場含は、 Windows のセットアップ媛に、もう一度設定をやり直してください。また、周辺機 
器の接続、購入棲に追加したアプ U ケーションのインストールも、 Windows のセットアップ後に行ってください。 

周辺機器の接続『取扱説明書』『オンラインマニュアル』 

その他必要に応じて、インターネットやールの再設定、ウイルスチェックソフトの設定や更新などび必要です。 

ぶろメモ 

•一部のアプ U ケーションは、 U カバ U —禮に再インス!-ールなどをする必要びあります。 

詳細について「本章己プレインストールのアプリケーションを再インス!ルする」 


①パーテイシヨンを巧更してリカバリーをした場合 


バーテイシヨンの設定を変更して U カバ U — をした場合のみ、なの「1バーテイシヨンを設定ずる」の操作を行ってください。 


□□パ-テイシヨンを設定する - 

バーティシヨンの設定を変更して1」カバ U —をした場合は、1」カバ I 」一をずみやかに次の設定を行ってください。 


パーテイシヨンを設定するにあたって 


• Windows の「ディスクの管巧」を使用すると、ボ I 」ユームびないプライマ U バーティシヨンび表示されまず。このバーティ 
シヨンにはリカバリー（再セットアップ）するためのデータび保をされていまずので、削除しないでください。削除した 
場合、 IJ カバリーはでさなくなります。 



I 管理者ユーザーアカウントで□グオンずる 

2 [スタ-卜]ボタン （©) 一 [コント□-ルパネル]をクリックずる 

3 [も システムとセキュリティ] 一管理ツール]をク U ックずる 

4 [因 T コンピュ—夕-の管理]をダブルク U ックする 

5画面を側のディスクの管理]をクリックずる 

設定していないバーティシヨンは[未割 D 当て]と表示されまず。 

6 [ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちク U ックずる 

7 表示されるメニューか6 [新しいシンプルボ U ューム]をクリックずる 

谢しいシンスレボリュームウイヴー円び起動します。 
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4 リカパリーをしたあとは 


8じ夕へ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定ずる 

次の項目を設定します。 

-ボ U ユームサイズの指定 
-ドライブ又字またはパスの割0当て 
-パーテイシヨンのフォーマット 
-ファイルシステム 
-ア□ケーショ ンユニッ トサイズ 
- ボ U ユー ムラべル 
-クイックフォーマット 
-ファイルとフォルダーの圧縮 

9設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックずる 

フォーマットび開始されます。 

パーティションの状態び[正常]と表示されれば完了です。 
詳しくは、「コンピューターの管理」のヘルプを参照して<ださい。 


【ヘルプの起動】 

①[コンピューター■の管理]画面の方 ニュー バーか5 [ヘルプ] 



[トピックの検索]をク U ックずる 


〇け ice 製品の再インストールとライセンス認証 


* Office 搭載モデルのみ 

付属の U カバ U — DVD - R 日 M を使ってリカバリーした場合、 U カバ U — 後に日 ffice 製品を再インス!ルする必要びあ0 
ます。本製品に付属のパッケージか5再インス!-ールしてください。再インストール方法は、『パッケージに付属の説明書』 
を参照してください。 

八ードディスクや、作成したリカバリーディアから U カバ U — した場含は、 U カバ U —禮、日 ffice 製品の再インス!ル 
は必要ありません。 

いずれの場含ち、日 ffice 製品の初回起動時にライセンス認証び必要になります。 


回 


バックアップしておいたデータを復元する 


バックアップをとっておいたデータを使いたい場合は、バックアップした記録メディアか5データを読み込んでください。 
棟芝ファイルレスキュー」など、アプリケーションによってバックアップ方法や復元方法び巧意されている場合は、その 
方法に従って復元してください。 

東芝ファイルレスキューでのデータの復元「本章 2-2 救助したデータを復元する」 
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買ったとさの状態に戻すには—リカバリ II 






B プレインストールのアプリケー 
シヨンを再インストールする 


本製品にプレインス I ルされているアプリケーションは、一度削除してしまっても、必要なアプ U ケーションやドライバー 
を指定して再インス I -ールすることびでさます。 

同じアプリケーションびすでにインストールされているとさは、コント□ールパネルの「プ□グラムのアンインス I ル」 
または香アプ1」ケーションのアンインス I -ールプ n グラムを実行して、アンインス I -ールを行ってください。 

アンインス!ルを行わずに再インス!-ールを実行すると、正常にインス!-ールでをない場含びあります。ただし、上記の 
どのち法でちアンインス I -ールび実行できないアプ U ケーションは、上書きでインス I -ールしても問題ありません。 

田操作手順--- 


1 [スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプ□グラム]一[アプリケーションの再インス!ル]をクリッ 
クずる 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

アプ U ケーションやドライバー■のセットアップメニュー画面び表示されます。アプ U ケーションやドライバーのセット 
アップメニューは、カテゴ U ごとのタブに分かれています。 

初めて起動したときは、[ドライバー]タブび表示されています。タブをクリックして再インス!-ールしたいアプ U ケー 
ションを探してください。 

画面左側にはアプ U ケーションの一覧び表示されています。 

画面ち側にはアプ U ケーションの説明び書かれていますので、よくお読みくださし、。 

3画面左側のアプリケーション名を選択し、画面ち側の [ rxxx 」 のセットアップ]をクリックずる 

「 XXX 」にはアプ1」ケーション名び入0ます。 

選択したニューによっては別の言葉び表示されます。説明文の下の、下線び引かれている言葉をク U ックしてください。 

4表示されるメッセージに従ってインス!ルを行う 

[ファイルのダウン□-ド]画面び表示された場合は、廣衍ボタンをク U ックしてください。 
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4 章 


廃棄/譲渡 U •ついて 


バ 。<ろ 


パソコン本体を捨てるときや人に譲るときの処置に 
ついて、知っておいて欲しいことを説明していまず。 


1捨てるとき/人に譲るとき 
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捨てるとを/人に譲るとを 


m お客様登録の削除について 

• ホームページか！5削除する 

東芝の ( TID ) をお持ちの場合はこちらか5お願いします。 

①インターネットで 「 http :// 「日 om ] 日 48. jp /」 へ接続 
する 

霞[ログイン]ボタンをク U ックする 

[セキュリティの警告]画面び表示された場含は、内 
容を確認し、 [ OK ] ボタンをクリックしてください。 

③[東芝の （ TID )] と[パスワード]に入力し、[□グイン] 
ボタンをク U ックする 
お客様専用ページに□グインします。 

® ページち上の[登録情報変更]をク U ックする 
[登録情報変更メニュー]画面び表示されます。 

⑤[退妄]をクリックし、登録を削除する 

※退会ではなく、商品の削除のみのお客様は、「登録情 
報変更方ニュー」で商品削除を行ってください。 

※下のを退尝されますと、に h 叩104引での TID 尝員 
メニュー、およびポイントサービスなどをご利用いた 
だけなくなりますので、あらかじめご了承ください。 

• 電話で削除ずる 

「東芝の事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

•東芝 I □事務局（お客様情報変更） 

TEL :日已7日-0日-1048 (ナビダイヤ J レ） 

受付時間：1日:00〜17:日0 

让•日、祝日、東芝特別休日を除く） 


ral7V- ドディスクの巧ををずベてミ肖去ずる 

パソコン上のデータは、削除操作をしても実際には残って 
います。普通の操作では読み取れないよラになっています 
び、特殊な方法を実巧すると削除したデータでわ再現でき 
てしまいます。そのよラなことびでさないよラに、パソコ 
ンを廃棄または讓渡する場合など、他人に見5れたくない 
データを読み取れないよラに、消去することびでさます。 


八ードディスク 
ドライブの 
了一夕を 
すべて消去 



システム回復 
オプション領域 


* 上図は、八ードディスクの U カバ U —ツールを使用する場合の例 
です。八ードディスクのパーティションの状態は、モデルや i 曼定 
により異なります。 


なお、八ードディスクに保存されているデータやプ□グラ 
ムなどはすべて消失します。ノてーティションも消失します。 
これ5を復元することはでさませんので、ま意してください。 

■ 操作手順 _ 

八ードディスクの内容を削除するには、八ードディスクの 
U カバ U —ツール、作成した U カバ U —メディア、付属の 
U カバ U — DVD-ROM (付属しているモデルのみ）を使用 
します。 

八ードディスクの I 」カバリーツールを使用すると、八ード 
ディスク内のデータはすべて消まされますび、 U カバ U — 
ツールは 残ります。 

作成した U カバ U —メディアや、付属の U カバ U — 
DVD - ROM を使用すると、八ードディスク内のデータと共 
に U カバ U — ツールも消まされます。 

【八ードディスクのリカバリーツールか 5 行 5 方法】 


紹介しているホームページや電話番号は、お客様登録の内 
容変更や削除に関するお問い合わせ窓口です。 

技術的なご相談や修理に関するお問い含わせは、『東芝 PC 
サポートのご案内』を確認してください。 


1 パソコンの電源を切る（シャットダウン) 
2 AC アダプター と電源 コー ドを接続ずる 


また U サイクルに関しては、『東芝 PC サポートのご案内』 
を参照してください。 

ぶるメモ 

♦法人のお客様の場をは、□グインで表示される画面び異 
な0ます。登録情報の変更および退芸は r 登録情報変更」 
のメニューで、ご自身で行っていただくことびできます 
び、商品の削除びでをませんので、その場合は東芝 I □事 
務局までお電話でご連絡くださいますよラお願いいたし 
ます。 

詳しくは、次のホームページを参照してください。 

URL : https://room 1 048. jp / onetoone / info / 
business.htm 


3 キ—ボ—ドの[〇~1(ゼ □) キー（かな入力の 厂り ) 
キー）を巧しなが6電源スイッチを巧し、製品 
□ ゴび表示された6指をはなず 

* テンキー I 营載モデルの場合、テンキーの(ゼロ）キーか 
らは消去でさません。 

各種パスワードを設定している場含は、パスワードの 
入力をラなびす^ッセージび表示されます。パスワー 
ドを入力して 〔 ENTER 片 一を押してください。 

乂 ッセージ画面び表示されます。 

• 日 S のタイプを選択する画面が表示された場合 
[次へ]ボタンをクリックしてください。 

4 画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリック 
ずる 

[復元ち法の選択]画面び表示されます。 
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1 捨てるとを/人に譲るとき 


5 レドディスク上のをデータの消去]をチ ェッ 
クし、[巧へ]ボタンをク U ックずる 

消去方法を選択する画面び表示されます。 

6 目のに合わせて、[標準データの消ち]または[機 
密データの消去]をチェックし、[巧へ]ボタン 
をクリックずる 

通苗は[標準データの消去]を還択してください。デー 
夕を読み取れなくな0ます。 

より確実にデータを消去するためには、[機密データの 
消去]を還択してください。数時間かか D ますび、デー 
夕はミ肖去されまず。 

[データのミ肖去を開始しまず。]画面び表示されまず。 

7 [巧へ]ボタンをクリックずる 

の理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク I 」ッ 
クして < ださい。 

[次へ]ボタンをク U ックずると、消去び実行されまず。 
消去び完了すると、終了画面び表示されまず。 

8 [終了]ボタンをクリックずる 

【作成した IJ カバ IJ- メディアや、付属の U カバ U-DVD- 
ROM か6行ラ方法】 

* ここでは、 IJ カバ IJ - メディアを使用した場合について 
説明しまず。 

外付けの DV □ドライブ（東ち製オプション）を使用して、 
□ VD の U カバ U —メディアや、付属のリカバリー 
DVD - ROM を使用する場合は、あ5かじめ DVD ドライブ 
を接続してください。 

接続方法 『 DVD ドライブに付属の説明書』 

U カバ U - DVD - ROM び付属していないモデルの場合、1」 
カバ IJ ーメディアは、あ6占、じめ作成しておく必要びあり 
ます。 

「1章巨 IJ カバ IJ - メディアを作る」 

1 AC アダプターと 電源 コー ドを接続ずる 

2 リカバ U - メディアをセットして、パソコンの 
電源を切る 

I 」カバ1」ーメディアび複数枚ある場合は、「メディア1」 
か5セットしてくださし、 

USB フラッシュメモ U の場合は USB コネクタに差し 
込んでください。 

3 電源スイッチを巧し、製品□ゴが表示されてい 
る間に正!！]キ-を数回巧ず 
または、 

キーを巧しなが5電源スイッチを巧し、製 
品□ゴが表示された S 指をはなず 

各種バスワードを設定している場合は、バスワードの 
入力をラなびすメッセージび表示されます。バスワー 
ドを人力してを NTER 」キーを巧してください。 


4 表示されたアイコンまたはメニューの中か 6 W 
キーまたは msD キ-で起動ドライブを選 
択し 、 [ENTER ) キーを巧ず 

選巧する項目は、なのよ5になりまず。 

本製品のドライブ 

:ドライブをおず項目 
([ ODD ]、[ CD / DVD ] など） 

* ドライブ搭載モデルのみ 
外付けの DVD ドライブ 

: DVD ドライブを示す項目 
(に D / DVD ]、[ USB ]、 山 S 日 CDR 日 M ]、 
[USB ODD ] など） 

US 目フラッシュ^モ U 

: US 巨フラッシュ方モリを示す項目 
([ USB]、[USB Memory ] など） 

乂 ッセージ画面び表示されます。 

• [TOSHIBA Recovery Wizard 」 か「システム回復 
オプション」かを選択ずる画面び表示された場合 
[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし、[次 
へ]ボタンをク I 」ックしてください。 

^ッセージ画面び表示されます。 

• 日 S のタイプを選択する画面び表示された場合 
[次へ]ボタンをクリックしてください。 

L ソ降は、本項の「八ードディスクの U カバ U —ツール 
から行うち法」の手順4を参照してください。 

Itpm の内容を消去ずる 

* TPM 搭載モデルのみ 

TPM を使巧している場合、八ードディスクドライブだけで 
なく、 TPM 内部のデータを削除する必要びあります。登録 
情報など、セキュ U ティに関する重要な情報び含まれるた 
め、必ずデータを削除してくださし、。 

『Trusted Platform Module 取扱説明書』 














リカパリ-规ットアップ)チ;!:ックシ-卜 


1」カバ U - は、本ぺージをコピーするなどして、次の項目を順番にチェックしなびら実行してください。 

本ページに記載されている香チェック項目の詳細は、「3章買ったときの状態に戻すには」で説明しています。 


①リカバリーをする前に確認すること 


□ ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 
□ セーフモードで起動できるかどラか実行してみる 
□周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる 

□『取扱説明書』や『オンラインマニュアル』をご覧になり、ほかのトラブル觸肖方法を探してみる 
□ システムの復元で L 处前の状態に復元する 


( D リカバリーをはじめる前にしてお<こと 


□①準備ずるもの 


□ 『セットアップガイド』（本書） □ 『取扱説明書』 

□ このリカバリーチェックシートをコピーしたもの 

□ U カバ U —メディア（作成したリカバリー^ディアから U カバ U —する場含） 

□ U カバ U — DVD-ROM (付属しているモデルの場合） 

□③ 必要なデータのバックアップをとる 

バックアップをとることびでさる場含は、とっておいてください。リカバリーをすると、購入棲に作成したデータはす 
ベて消失します。 

□[ドキュメント](または[マイドキュメント])、[ピクチャー](または[マイピクチャー])などのデータ 
□ 購入後にデスクトップに保存したデータ 

□ Microsoft Internet Explorer の[お気に入り]のデータ 

□ メール送受信データ 

□ メール アドレス帳 

□ プレインス I -ールされているアプ U ケーションのデータやファイル 
□購入樓にインス!ルしたアプリケーションのデータ 
□ 購入樓に作成したフオルダーやファイル 

□感 アプリケーションのセットアップ用のメディアを確認ずる 

購入後にインストールしたアプリケーションなどは、 U カバ U — 後にインストールする必要びあります。リカバリーし 
た直後は、お客様がインス I -ールしたソフトなどは復元されません。ご購入されたメディアなどか5再度インス I -ール 
してくださし、。また、付属の U カバ U - DVD - R 日 M か 5 U カバ U - した場合は、 U カバ U —後に日 ffice 製品の再インス 
I -ールび必要です。 

□ ® 各種設定を確認ずる 
□⑥あ6かじめ、音量を調節ずる 

□ ® 無線通信機能が ON であるか確認ずる 
□ ⑦ 周ぶ機器をずべて取りはずず 


③リカバリー（再セットアップ）の流れ 


U カバリーをする場合は、次のような流れで作業を行ってください。 


□①リカバリー（再セットアップ） 

□③ウイルスチェックソフトのインス!ル（必要に応じて） 

□感日 ffice 製品のインス!ル（必要に応じて） 

□ ® 周辺機器（マウス-メモリ-プ U ンターなど）を取り付けて、設定する 
□ ⑥インターネットやメールの設定 
□愈ウイルスチェックソフトの設定と更新 
□ ③ Windows Update 
□ 愈アプリケーションのインス I -ール 
□ 感データの復元 
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